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埋蔵文化財は百郷土の歴史と文化を伝える先人の足跡であり古文

化の基礎を成すものであります。わたしたちには百この埋蔵文化財

を保護@保存するとともに、過去の文化を学びとり三より良き文化

をつくりあげ百受け継いでいく があります。

このたび丸一故国道 7号琴丘能代道路建設事業により、扇田谷地

跡の一部が道路用地となりましたので 1 記録保存を留るために発

掘調査を実施いたしました。調査の結果九平安時代の製鉄炉跡をは

じめとする遺構や九土師器を中心主とする遺物を検出しました。

本報告書は冗これらの調査記録をまとめたものであります。

が郷土の歴史と文化を研究する資料としてご利用いただけれ

いに存じます。

最後に百本調査の実施および本書の刊行に際し九御協力をいただ

きました建設省東北建設局能代工事事務所1 八竜町教育委

代市教育 など関係各位に対し厚くお礼申し上げます。

平成 11年3月

秋田県教育委員会

教 育 長 小 野

ノ~ムb
五百日ι
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1 . 

2. 本害は、 1995(平成 7)年度および 1996(平成 8) 

遺跡の調査結果を収めたものである。

る。

に調査された八竜町 7φ る}語田谷地

3.調査の内容については、すでにその一部が『秋田県埋蔵文化対センタ一年報』などによって公表

されているが、本報告書を正式なものとする。

4. 第5章「自然科学的分析jのうち第 1節「扇田谷地遺跡 r'=I:rこ仁試料の放射性炭素年代測定・炭化材

樹種同定jを株式会社古環境研究所、第 2節「扇田谷地遺跡出土の土坑に残存する脂肪の分析」

を株式会社ズコーシャ、第 3節「蔵田谷地遺跡出土鉄塊・鉄i宰・炉壁材・粘土塊の科学分析結果J

を岩手県立博物館に委託し、その報告を掲載したものである

5.本書に使用した地図は、国土地理院発行の 2万 5千分の 1r森岳j r鹿波J、 5万分の 1r森岳J

である o

i 本報告害を作成するにあたり、以下の方々から」

次第である。(五十音順、敬称略)

和泉昭一、木村将来、小林喜兵衛、佐々木稔、武田孝義、

問康暢、若松鉄四郎

凡 例

を賜った口記し 申し上げる

山1I1奇和夫、

1 .遺構番号は、検出)11買に通し番号で付した。検討の結果遺構でないと判断されたものは欠番とした。

また遺構には下記の略記号を使用した。

SB掘立柱建物跡、 SD溝跡、 SE井戸跡、 S1竪穴住居跡、 SK土坑、

SN焼土遺構・土器焼成遺構、 SS製鉄炉、 SX鍛冶遺構

2. 遺跡の層位と遺構土層中の土色、遺物の色調の表記は、

財団法人日本色彩研究所色票監修 f新版標準土色riJ占j (1994年版)によった 0

3.石器の計測部位は、下図のとおりである。また、計測値の単位は、長さ・

カ宝 gである G

a 最大Ijrjji

b :最大長

c 最大厚

さカ'imm、:草;さ

4.地山のスクリーントーンは下記のものを使用した。その他については各挿図中に示した。
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l章 は じ め 2 ウ

I節調杏に歪るまで

一般国道ア

ツ井IflJ駒形を

は、 されている に従えば、山本郡琴丘町鹿渡地内を起点とし、ー

されたのは昭和田年度で、当初は、

であったことから と称していた。しかし、一般バイパスとし

平成元年度に白 に規格変更がなされ、そ 能代間まで延伸したことにより現在

の名称に至っている。なお、平成 4年 3月には能代南一八竜間約 4.2kmが一部共用開始されている。

路線予定区域には、当初から埋蔵丈化財の包践地が存在していることが予想されていた。そこで、計画路

殺が提示されたIj寺点で、秋田県教育委員会と工事実施者である建設省東北建設局能代工事事務所は協議し、

路線内の遺跡分布調査を実施し、現状保存をはかることの回難な遺跡については、

掛調査を行い記録保存をはかることとした

路線ーとの遺跡分布調査・範|揖確認調査は昭和 60 から随時行われ、平成 10 寒JllI 忍同

II:i貴跡・石丁遺跡・福田遺跡-十二林遺跡・笠刈沢 I -向 E遺跡・ fE鳥子台遺跡・八幡台遺跡・館の上館

跡の発掘調査が終了し、それぞれの調査内容が5冊の報告書にまとめられている。また、館の上遺跡につい

ては、平成 5" 6 " 10年度に発掘調査が行われ、平成11年度に報告書が刊行される予定である。

田谷地遺跡は、 『秋田県遺跡地図(中央版) jで位置と範囲が示されている周知の遺跡である。平成 5

とを

した。こ

だって行われた遺跡分布調査によって、遺跡の範閉がさらに北西側にまで広がるこ

6年には範尉確認調査が行われた結果、遺跡のうち 12，000m'が路線に係ることが判明

は、建設省東北建設局能代工事事務所にも伝えられ、平成 7年 5月から本調査が着手さ

れるに至ったものである。

2節調査要項

跡 ぞl 扇田谷地遺跡(おうぎだやちいせき) (遺跡略号 3 0 D Y T) 

所在 地秋田県山本郡八竜町鵜川字溺田谷地、上笠岡39香地外

平成 8

平成 7年度

プ年 5 月 7 日~ 11Ji 10日

平成 8 年 6 月 24 日~ 10月30日

7.000 

平成 8年度 5，000 ぱ

秋田県教育委員

平成 7年度 小林 克(秋田県埋蔵文化財センター調査課文化財

(現文化庁記念物諜)

磯村 亨(秋田県埋蔵丈化財センタ

1-



第 1章はじめに

口。
11 

(秋田県埋蔵文北財センター

(秋田県埋蔵文化財センター

(秋田県埋蔵文化財センター

(現秋田県教育庁福利課)

佐藤広文(秋田県埋蔵文化財センター総務課主任)

(現秋田県民会館)

佐藤幸嗣(秋田県埋蔵文化財センター

須田輝樹(秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

(現秋田県立図書館)

調査協力機関 建設省東北建設局能代工事事務所 龍代市教育委員

参考文献

建設省東北建設局能代工事事務所 ~'96能代パンフレット j 1996 (平成 8)年

東北地方道路広報連絡会議監修 ~LINEj 夏号 vo1. 24 1998 (平成10)

秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図(中央版)j 1990 (平成 2)年

秋田県教育委員会『一般国道 7号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書 1-寒JlI1 遺跡・寒川 E

跡-j秋田県文化財調査報告書第167集 1988 (昭和63)年

秋田県教育委員会『一般国道 7号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書ll-植田遺跡・

蟹子沢遺跡・ト二林遺跡 J秋田県文化財調査報告書第178集 1989 (平成元)年

秋田県教育委員会 f一般国道 7号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書ー国一鴨子台遺跡・八帳台遺

跡-j秋田県丈化財調査報告書第230集 1992 (平成 4)年

秋田県教育委員会『一般国道 7号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書N-萱刈沢 I

H 遺跡 』秋田県文化財調査報告書第231集 1992 (平成 4) 

秋田県教育委員会 7 に係る樫蔵文化財発掘調査報告書v-館の上館跡

1994 (平成 6) 
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第 l節遺跡の位置と立地

田谷地遺跡は、八竜町鵜川集落の中心から北東約 0.6kmの地点、北緯 40
0

05/ 45庁、東経 140
0

02 / 

13/1 にある。遺跡周辺の地形は、第 1図に示したように、山地、丘陵、台地・段丘地、低地と大きく 4つ

に区分され、扇田谷地遺跡は、金光寺野台地と呼ばれる段丘の西縁部に立地している。金光寺野台地は、龍

代市と山本町の境界付近から流れる鵜J1日11と、琴丘町と上小阿仁村の境界から西流する三種JlIとが作る沖積

地によって、他の台地と分断されている。また、この台地の東側から北側にかけては、立川面に相当する志

いfす背に控えている。金光寺野台地の西側縁辺は、縄文海進後の海退時に侵食した鵜Jll

JII およ iに向かつての小浸食谷が鋸歯状に入り、 に形成された細長い舌状台地が並んでいる。

る沢によって画され

である。

は、こうした小侵食谷群のうち最も南側に

を巧みに利用して作られた古代から中世にかけての

境皿
果

T
Tし
rノ

ん
汁
J

P

門口史歴'一川口
H

・

L
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q
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扇田谷地遺跡のある八竜町には、現時点で 11ヶ所の遺跡が存在する。第 2図は、八竜町の範囲と町内に

分布する遺跡の位置と推定範囲を示したものであるが、遺跡数は、道路工事やほ場移備等の

つ遺跡分布調査等により増加しつつある。遺跡の分布に特徴的なことは、丘陵地や段丘直に立地するという

である。これは、縄文時代前期にピ…クをむかえたとされるいわゆる縄文海進の影響により、現在集落が

形成されている沖積地ないし砂丘地付近が居住地として適さなかったためと考えられる。

八竜町の西側には、縄文後期以降に形成されたとされる砂丘が東西方向に列をなすよう んでいる。こ

の砂丘は米代]11の北岸ーから八郎潟の西岸まで南北に長く続いている。このうち、北部の峰浜村や南部の男鹿

市五里合からは、縄文時代後期前葉から平安時代まで合計 9ヶ所の遺跡が確認されている。八竜町内の砂丘

地にも遺跡が存在する可能性があるが、現時点では確認されていないc

は、成合台地、金光寺野台地等と命名されている段正面に分布している。 JJ、l 、

に立地する遺跡について述べていきたい。

!日石器時代の遺跡としては、 rr.喜子台遺跡がある。ナイフ形石器を主とする石器群4ブロックと

局縁加工の掻器からなる石器群 1ブロックが確認されている。また、館の上遺跡の範囲確認調査時にナイフ

にこれら段丘

形石器が 1点l:B土している。

縄文時代の遺跡では、萱メU沢貝塚、萱刈沢 I遺跡、萱刈沢豆遺跡が代表的な遺跡として上げられる。

は縄文中期の円筒上層式土器を主として出土する貝塚である。フラスコ状ピット内からはヤマトシジ

ミの貝層が検出され、その中から成人女性および性別不明の青年人骨、犬の埋葬骨が出土している。また、

沢 I遺跡では、後期の土器捨て場が見っかり、同立遺跡では、前期から中期にかけての竪穴住居跡を確

している。他に中・後期の土器片が採取された舞台沢 1.立遺跡等がある。
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~2 節 )If'.史的環境

第21災l八?なIHfのj立跡と扇田谷地i遺跡の付:iri: 

弥生時代 では、いわゆる「遠白川系土器Jを合む土器群が出上 した館の卜.遺跡がある。 士坑墓、土器棺墓

で構成 される弥!.LII守代の墓域が時;認されており 、土器桁 と して「遠賀川l系土器」が手IJ川されている。

中世では、館の上遺跡に隣接する館の上館跡で空堀が検出され、14世紀と推定される青磁酒海古をはじ

め珠洲系陶器摺鉢などの中世陶磁器が出土している。

参考文献

T).族共1::.r能代砂任についてJr能代山本地方史研究j第4号 能代山本地)J史研究会 1987(昭和62)年

永瀬祈男 r~Î環境の復疋J r能代山本地方史研究j第4号 能代111本地五史研究会 1987(lIfHn62)年

秋田県民政部民地税:f'JI;i~~ r t地分r.i'i)I~ ，-j，:調脊 森岳 ・羽後j兵HIJ 1984 (昭和59)作

小林忠夫 j二「八竜問l加の 上遺跡出 |ーのナイフ形石持についてH秋11I ~，z.埋蔵文化財センター研究紀災j 第 7 号 1992 (‘1;成4)

年

秋川県教育委日会 r.-般国道7U-琴丘能代道路建設卒業に係る発#J!調公報告TH'皿一鴨子台遺跡 -八幡台遺跡-J秋田

県文化J!す司M1f報f片手1-節230集 1992(、1':成4)年

秋川県教育委只会 『一般国道7~}~!: J王能代道路建設 。J';業に係る発掘調査報詩書IV-任刈j尺 I 追跡 ・ 笠刈沢 E 遺跡-J秋

川県文化財調査報;ItF?第231集 1992(平成4)年

秋凹県教育委口会『一般同道 7号琴丘能代道路建設事業に係る発lbl調査報告芹V一館の上館跡-J秋田県文化財調査

報告内第240集 1994(平成 6)年
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第 3章発掘調査の概要

1節遺跡の概観

田谷地遺跡は、山本郡八竜町鵜川字南関谷地・

4図には、調査区区分と基本土層を示した。

に所在する。

内には大きな沢が4つ入り込んでおり、これらの沢

のうち、最深のものはA区と B区の間にある沢であり、 A区平担問から沢底面のよヒ高差は約 4mで、ある。

構は、沢と沢の間にある台地の平土日間および斜面において検出し、遺物は沢より多く出土した。

検出した遺構は、縄文時代の陥し穴 I基、平安時代の竪穴住居跡 6軒、掘立柱建物跡 4棟、鍛冶遺構4

9基、土器焼成遺構3基、 jえ窯跡 l基、製鉄炉跡 1基、土坑 9基、焼土遺構 3基、井戸跡 1墓、 j者ー跡

6条、中 1:Itの竪穴状遺構 l基、平安時代以降のl寄りこと 3ヶ所などであった。

出土した遺物は、平安時代の土師器が多く、遺構内出土遺物には完形ないしは底部から口縁部ま

きるものもあったが、その他はほとんどが細片であった。

つぎに、遺構配置図をもとに各区の概略を説明する。

5 図には A~C 区の遺構配置を示した。 A区では、東西37m、南二iヒ50m を方JI~ に区画した溝跡があるっ

その内側には竪穴住居跡 2軒、拍!立柱建物跡 3棟、外側には鍛冶伊を備えた鍛冶遺構があり、居住域と

域の使い分けのための遺構と考えられる。また、東側では縄文時代の陥し穴が 1基検出されている。

B[三では、北西側に 9 基の土坑墓群からなる墓域がある。長径1. 2~ 1. 8m、短径O. 7~ 1. 3mを測る楕円形を

3 グリソドi配置図
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第 l節遺跡の概観
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市 l節 j宣跡の慨観

Eliし、 i毛軸}ff立を北北何一|十jI打点に揃えている 。 遺構成 I('Î に j自体を納めるための施l改として~fi忠拡大賞の

1/2 fllr1体ほどの破n・が敷かれていたものがあり、点側のiJ~からIl\卜.した jた却を有する 5iI，tt器大翌破J1'と持合

している。 また、 1十j側に面した斜ば'riでは、斜rniを削った地111Lで、沢を珂.め、Yてて、ド則的iを作りH¥した町民?に状

ili Hltがイ{イ1:し、 ilif町内から珠洲系1;句協摺鉢が1'1'， 1:している CIべでは、製鉄炉跡、鍛治j立構、時穴fI:}日}跡を

検/1\ した。 製鉄カ iは['，地下式であり、地面を~り込んで i*:化物を底而に蚊き JJIめ、その卜.に地山 1'，を Wi り、

が概を構築していたc カ1の内側には鍛冶 r肘と47えられるja備がある心いずれの遺構からも1:師協が/1¥Lし

ていることから、製fUiと鍛(fiが近接した場}ijrで、ほぽIJiJH.iWJに操業していたと与えられる。

出 61ヌ|には D~FIベのjS構配inを 11'した ( DIバ.では、持1Il'仁村ill物跡、 1-，(，;;0焼成ja-構、時り 1:を検出しているc

ill物跡の I:軸HJI1Jは、 A[)(~で検出した建物跡のそれとほぼIJi] じ傾向をぷす 1:器焼成遺構は、最も I~':j ~、圧の

級制1Mに存在していた また、北京側と市|何側には沢が入り込んでおり、この沢を.ftr..め li~ てて、ド.H1. 1(li を拡大

させていたことを確認した。Ellでは、 Dr;{とのHlJに入るinにlilJかい、北北京側からさらに小さなil(か入り

込んでいることを陳ぶした。jE備は検出されなかった。FIべでは、 D[，{とのtIIJの沢を!μさ約20cmの地1[1 1.で

Ifti品約750mにわたり即ェめιでした跡を検Il'，した。

次に、作地|バのAt本上肘について述べるの

八1.，(は第41~I C1 )に IJ' したとおりである。 1 N'1は腐食 L(j<. 1. 、IU併は悩色上(lOYR1/.0である 3 北114

側および)拘束側では H附はほとんど焼くなる。なお、地11仲間移!刊は形成されていなかった。

BIX:は1，;J(2)にぶしたとおりである。基本的にはA[)(~と I ，;J じである む 北点側が悦くなっており、 1:坑~昨が

検出された南東側では I肘の堆砧が少なかったc
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第 3章 発J属調査の概要

C区は同③に示したとおりである。 3J腎に分けられた。 1、H層はA.B区と同様で、ある o III層は地山j斬

である o

F区は問④に示したとおりである。 2層に分けられた。 1層は地山土であり、 H層は暗褐色土 (10YR3/3) 

である。地山土は人為的な埋め立てによるものである。

A.B 区間の沢は同⑤に示したとおりである。 I~VI層に分けられた。 1 層は腐食土である。 以下、 E

(lOYR3/4 )、凹層階褐色土(lOYR3/3)、 NJ膏黒褐色土(lOYR3/2)、 V層黒褐色土(lOYR

2/2)、VI層にぶい黄褐色土 (10YR4/3)地山漸移層である。 VI層は平坦聞から流れ込んだものである。

B.C 区間の沢は同⑥に示した。 1~ v軍層に分けられた。 1 、 E 、 VI 、 VII層がAB 区間沢の I~N層と問

じで、田 ~V層が南側の埋め立て を受けた黒褐色土 (10YR2/2、2/3)である。地山ブロックの混

入が多かったのは困層である。

D.F区間のj尺はi司⑦に示した。細長い沢であり、 3層に分けられた。 II層は南側の埋め立て

池山ブロックが多く含まれる土で、ある。困層は池山漸移!習である。

第 2節調査の方法

を受け、

は、北西-南東に細長い長方形を呈していた。調査区には現地形で確認できる大きな沢が3

と埋没した沢が 2 本入り込んでいたことから、沢のほぼ最低位殺を境界として北西側から A~F 区に区分け

して調査を進めた。

遺物の取り上げおよび遺構平面図の実測はトータル・ステーションで行ったことから、 4m間隔の方様杭

打設を行わず、 20m間関の基準杭を打設した。

は確認状態の写真撮影後、 i析間図作成、 後完摘し、 -図面作成

を行った。完掘の平面図は、 トータル，ステーションで測定し、そのデータを!¥ーソナJL-- . コンピューター(以

下、パソコン)に入力した。入力後、現場で素図を、遺構と照合して修正を加えた。実測した断面図は、パ

ソコン上で平面図と合成した円

遺構外出土遺物はトータルーステーションで全て点で取り上げ¥

を撮影して凶化した。

出土遺物は必要に応じて、

また、遺構の土は水洗し 1し、種子選別を行ったりその方法は、ポリバケツに遺1蒋内の土壌を入れ、その

中に水を入れ撹持してフローテーションを行っていた。さらに効率を|二げるため、大型のポリバケツの中で

撹持し、その上澄みを流し、飾で種jこを拾う方法に切り替えた。簡は大、中、小の 3種類のものを lセット

として使用した。大には現生の植物根が多く、炭化米はこれに絡まって検出されることが多かった。 SKI44、

45、S1 46からは多量の炭化米、さらに仰の複数の遺構から各種の炭化した植物種子を得ることができた。

また、 SKI44、45からは、炭化米、種子のほかに木製椀の高台部分を検出した。
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第 3節調査の経過

第 3節 調査の経過

7 

5月8日、ベルトコンベ7 ・ なとごの発掘機材を搬入し、現場のi釜本等の伐採・ ら開始した。

5月15日、基準杭打設委託業務が終了した。 A医より粗掘り作業を始めた。 5月18B、A.B区間の沢の粗

掘り作業に入った。石器剥片、土師器、須恵、器片の出土が目立つ。 5月四目、竪穴住居跡 2軒、土坑 1基を

確認した。 6月20目、調査に入る沢によって、便宜的にA医、 B区、 C区に調査区を区割りし、 B区の粗

掘りに入った。 6月281=1、B区高位部分で土坑墓群を検出し、写真撮影を行った。 7月5日、 C区の粗掘り

に入ったの 7月18日、調査区内の相掘り作業をほぼ終えた。 7月四日、 B.C区間の沢に厚さ約 1mの地山

っていることを確認した。 7月25日、この沢の沢尻から青磁碗破片のす出土した。 7月31日、 S

KI44・45から銭貨が出土した。 8月4EI、遺構内土壌の洗浄締別作業を大型のポリバケツを利用する方法

へ切り答えた。 8月24日、 S1 46土壌選日u作業により、多量の米と少量の豆類と思われる種子が見つかった

9月6日、製鉄炉の精査を開始した。 9月20日、 SX201今にあるビァトのうち一つが、埋土の状態から鍛冶

炉であることを確認した。 10月23臼、 C[玄北東側斜面において、 SE83を検出した。 11月10日、

を搬影して今年度の全ての作業を終了した。

土のう袋にして約3，000 つ は駐車場用地に してシートをかけて、また、スコップ、

ジョレン等の発掘機材はパイプで作った小屋でそれぞれ越冬させることとした。

平成 8

6月24日、機材を搬入して調査を開始した。本年度の調査は、 C区とした部分の南東側の沢を掘

り下げることから始めた。 7月8日、 E区で;厄形を呈する大きなプランを確認し SX130と命名した。 思土

liゴより縄文時代から近止にかけての遺物が出土した。性格については不明であった。 7月23日、昨年度残し

た遺構内埋土のフローテーションを再開した。 8月8日、 SKI44・45埋土のフローテーション作業中に

椀の高台部分を検出した。 8月21日、 SB137を検出した。 9月10日、 SN142を検出した。埋土の中から

塊が多量に出土した。この特徴から能代市の十二林遺跡などで検出された土器焼成遺構に類似するものであ

ると判断したり SN135・136はSN142の北西側に位置しており、これらも同様の遺構であると推定した。

10月 1日、 F区で大規模に埋め立てられた笛所を確認した。埋め立てられた L:.の中から日市器細片が出

した。 10月30日、発掘器材の撤去を行い、今年度の調査の全工程を終了した。

参考文献

秋田県埋蔵文化財センタ-県埋蔵文化財センタ 1996 (平成 8)年
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A 
L去

した
」吋

'0レF
レ

、官一
/
i
、、 を付したものであっても、

:1犬j兄・

なお、

ではないと判 Lたものについては、欠番としているミ個々

()ま)泊1・壁面 a 壁柱穴・カマド・炉・出

の単位は 1m刀、j二をm単位で、 1m以 iごを立であらわした。

とj貴構外に分けて記載した 1 遺構内のものは、遺構説明文 1=1ヨの出

については、

を必要にr与じ

パ「

(j) 

れぞ、れ

tJ iこう土しす

!た〈

にする!こ!

については不明である。

したものについてのみ

11ω或における 1é~柏;である

から現代では家の土台行として使用

されていたとし、う c ここで

l 出 一一ハパノ

1 縄文時代

SKT68 (第 71豆、図版 3) 

-確認状況:t，-区東側にあり、地LU面で確認した

規模-形態:規;慎は、関口部が長軸3.34m、

面が長軸3.05m、短IIirl116cm、確認面からのお5さは1.16mであ

った。平面形は溝;1犬、断面jl~は V字形であった。

に分けられた。 2~4 層は壁面の崩落土で、 l

したf乏みんだものである。

:なしれ

日=lG.Om
SKT65土層校記
第 1層褐色土(lOYR4/4)
第2階掲色土(lOYR4/6)

地山粒子混入

第3層階褐色土 (lOYR3/4)

地1I1粒子・波浪人

第4層 11奇褐色土(lOYR3/3)
地山塊・粒子混入

。
符1

7白1 SKT65 

12 



第 l節 検出追:i:f与とその遺物

( 1 ) 

s;出(ら 8. 30区!、 12JI1反4) 

:AR北側にあり、地r'r而
1 _t 

し/~

92111、 94111、確認而からの深さ でであった。主軸方位はN- -E 

ゼ 。

f 
O 

1:" Jη -1-、
ドコ 1; L i '--- ら く混入していた。

は であった。 は南西側が直線的に外傾して立ち 西レい く立ち上が

っていた←コ

:北西側および南東側にIIJ話30--38cl11、深さ 8cmの壁溝があった。 は検出されなかった

カマド- されていた。 eJC 

J

んあ

出土遺物:カマド c， 、j不 (30 1・2、 3~ 6 ) 杯(同 7、 8・ 9)が出

上したハ

S 02 (第 9・ 31[耳、同ltJi5 ) 

:A 灰色「ド央にあり、地rlJ出 したれ

F 

主-Hニ 16.9rn 

三一日コ=Hi.9 rn 
。

SI01土層注記

第l層階褐色土(lOYR3/3)
第2層褐色土(lOYR4/4)
第3層褐色土(lOYR4/6)
第4層階褐色土(lOYR3/4)
第5溜 褐色土(10YR4/6)地山幸立子混入

第6層 黒褐色土(10YR3/2)焼土粒子混入

E F 

符1

8図 S1 01 

13-



主4単調:在の記諒

1!Jd長;乙、 ~::':;m 、 u主!万 1 ~コ -C' cmT'つ

を 。

ー:床市îI古~_1尚昆に;!っ していたが、 」
/
~

¥
込T

L‘
 

て
1
1
)
 

いノ

はずであった -1ヒ 'f日れこごとわじi犬の掘り があった

いた。

e 柱穴: は検出されなかった。 は東側壁面付近でz した。

カマド:南側函L されていた ナ
~

，
古
川
町

ム♂

一」

wこと遺物:土師器杯 10) がカマド周辺から出土したこ1

S 108 (第10企 311立し 状IHJi6 . 7) 

にあり、地 した。i生

:不l問。二立はE -Sを

埋寸-_: 4 i冨に分けられたり第 2層には地111土塊が混入してい i可否はカマ あるの

u 

f、、J

は立

SI02J二層j主記
第1層 H音褐色土(lOYR3/3)
第2層褐色土(lOYR4/4)
第 3層 褐色ニiこ(lOYR4/6)地L]J:j'立子混入
第4洛褐色土(lOYR4/4)
第5層階褐色j二(lOYR3/4)
第6層 11音褐色土(lOYR3/4)地UJ粒子混入
第7層 11音褐色こ仁(lOYR3/3)炭化物粒子混入

第8層褐色jニ(lOYR4/6)
第9層絡色土(lOYR4/4)
第10層階褐色 t.(lOYR3/4)
第11層 褐色土(lOYR4/4)焼土牧子混入
第 12~苦 情褐色土(lOYR3/3)
第13層 褐色土 (lOYR4/4)地山粒子混入

=17.2m し

9 [~ S 102 
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士入 Jコ(、
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i
-
-刊

::ijill 

内川F
S
 

T
t
 



弟 1WJ 検出j立i蒋とその物

(cl 
山(

O() j，_ハ (d: i予j し'-¥j岱勺 iゐ ir-コにし=

にじrn，
_)-一、

-__; /'_ 0 は注目内外にあった

「、

ノ

に設晋されてしミた さは93cmであった

日j :カマド焚き ら支脚として利用されてい -11・12)が出土した。

S ! 34 ( ， 31図、図版?)

: B[7， II'央にありち地

65m を ~ftiJり、 らのj架さ あった。主事I!方位はN- -'vVを示寸

po 
po 

A 8 

PlO 

Pl1 
企一一日=14.7 m 

B 

SI08土層注記

第1層 階褐色ニt(lOYR3/4J地山粒子混入
第2層褐色土(lOYR4/6J
第3層 1I吉褐色土(lOYR4/4)主hLlJ塊混入
第4J竪騒褐色土(lOYR3/4)

P1~Pll: H=14.5m P12: H=14.7m 

Pl P2 P3 P4 P6 P7 P8 

P9 Pl0 Pll P12 

口柱痕跡

m
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第 4章調査の記録

ヨ!官ド )J、けり;jL /~O V) IJi乏リ il:!し
P

J

¥

 

L '-、、]こ、，

:床面は平担であなた。 I-l--!I;AF!I!月""hJ/!与可 1 -ナ-1ン
~ d-. ~ì L iHij i... J i、l唄レ'-ムり

vヲ-，、」目、
ぜ_; ¥、 V‘1，-0 

は北側と西側にあったリ

カマド曹年i:;{合同されなかった

されなかった

:二L師器杯、 13~16 、 17~ カ~/出ゴ二した。

S 146 (第12・31・32図、図版 8) 

-確認状況 :B 東側斜面にあり、地U!湿で待認した。

513ヰ

。
8 

三-H=14.8m 
D 

S134土居注記
第 l層掲色土(lOYR4/4)
第 2層 褐色土(lOYR4/4)地山線混入
第 3層 階褐色ゴニ(lOYR3/4)
第 4層褐色土(lOYR4/6)
第 5層 11奇褐色ニlニ(lOYR3/3)
第6層 にぶい策褐色こと(lOYR4/3)焼こt粒子混入
第 7層階褐色土(lOYR3/4)
第 8層 褐色土(lOYR4/4)地山粒子・炭化物粒子混入
第9層 階褐色土(lOYR3/3)地山粒子混入

G 2m 

11図 S134 
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)~三由・ :床面はギJiiで、

丁十
V

1
ムー一一小

τATでム
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(土地![!土であり、り

ち上がっていた。

:西側にIjlffi15cm、深さ 13cI11の慌があった。

れなかった。

炉:床面東側で、焼土範囲を 4ヶ所確認したむ
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鵜 Jll石(同 31・が出土した。また、水洗選別により
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は床全面にあったが、

、上訴(同 30) 

を検出したc
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~O 
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S146土層注記

第 1層 にぶい黄褐色土(lOYR5/4)地l幻減混入 日占り床構築土

第2層 黒褐色土(lOYR2/2)炭化物粒子混入

第3層黒褐色土(10YR3/2)
第 4層褐色土(lOYR4/4)
第 5層階褐色土(10YR3/3)

S I 46 
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第 1~n 検ll'oii'i構とそのiit物

! 2 ，炉、t:fHt物跡

5B56 第1.11刈、 lヌl版 9・10)

11i~ irl'. .帥:認状況:AIベ北東側にあり、地山Ifliて.t(ti認した

組十児 :HHi 31111x決行2mlであったc I:軸}j1{[.はN-，1 ~ ¥Vをぷす

れ:火 :IIJ)巳で、柱~ii跡の残るものがあった 、 作十1:火の間隔は2.2-2.62m、深さは13.5-25. 9cmであった

カマド ・カi 怜/1'1されなかった。

/1¥ I'.j自物 :なし 3

5B78 第15・321ヌ!、以l版10)

1UR-帥;認状況:AI丘中央の‘|ι知的iにあり、地Ij 11Mで隊必した。

胤校 :tiif i 4 fm x梁行2間であった。 主軸)j位はN-22
0

-Wを示す。

住穴 :l' J形あるいは隅九万形で、住山跡の政るものが多かったr 各柱穴のfIIJ陥は2.3h 3.25m、深さは 16.8

④ 

百一

ヱ日⑨E了
" 
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~.P~ 
一18.4)

φ P8 ( -25.0> 

C⑨fm}一一一

山 9・f)l=11 '" 

レ
宮
川
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ー円

F

{ごふと》

(-13.5)0  

。6と一一{一切P f 
一ー ー一一一一一一一一一ー

』ー
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第1<'1[';(1 SB56 
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E
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口側跡

( )内の数字は砲I!薗からの深さ

単位CIO



第4市調1f.のJcH

ヱ
11 

ーーo.、aa 

ヨ

I IL，~ ヱ
11 

④ 
。

A-@同 一一一一⑨P2 一一-bzω(-49.6) (-46.4) 

SI02 

骨 13p ふ)~ 
GのPH (-47.2) 

(-45 

/合、 。
I ¥ 
I ¥ 

。附⑩附
ωP5  

(ー72.0) ~(ー24.1)

(-41.6) 。。
ふ15

。P6む10
(-40.0) 

(-52.7) 。 E 
e司. 

~ 
11 

エ

令一一一 ③?8ill) 
ーーー_-。7

( -47.3) 
。{ー16.8)

~H =17.3m 

IF-77-一式Ji- ~壬でて士 三匝

口柱痕跡

第15似1 SB78 
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( )内の数字は確u!菌からの深さ
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第 l 節検出i盛t~とその遺物

⑨ 
一 ~Pl 一一 P2 冨 P3
基Z ]!:E 

。1
。位 ー。P3 一::;:P4 一一円 面P6(一17.6) 車 Eヌ

(-32.11) 。P4 。P5 てhO} 一一P7

WP8 一一円 口 H側
(-46.6) (-39.2) 

事 m= 。P7 。P8 - -O}P9 
( )内の数字は砲隠面からの深さ

(-41.6) H : P1・4=17目Om，P2・5・6・9=16.9m 単位CII

(-46..1) P3・8=16.8m，P7=17.Jm 。 2m 

第16同 SB86

-56cmで‘あった。

カマド・カi 般/Hされなかった。

/+1 t'.造物 l:fl，li~:ft.ィ.~ 32 38)、m必器聾(fnJ-39)が/1¥J:した。

S B 80 節目|ヌ|、|刈版10)

位置 ・時d状況 :A [，>(中央の、ドJrt凶iにあり、地山l古iで、f((認したー

規模:tijf J・211IJX梁行 2問で、総住であった。 j:，軸)j1¥/:はN -22 -wをノJ'す

柱穴:j1 ]形で、十主政跡が残っていた。各柱穴の間隔は1.17-1.88m、深さは17.6-46.6cmであったc

カマド・カI 十食tH.きれなかった。

tl¥1二造物 :なしn

S B 137 (郡171ヌ|、 1:;(1版10)

1立置・確d状況:DI/中央にあり、地山面で確認したコ

規模 :桁行 311IJx梁行 2間であった。主軸}j位はN-28' WをIJミす。

柱穴:flJ形であった 各柱穴の間隔は1.82-2.56m、深さは44.8-52cmであった。

カマド ・カi 検/1¥きれなかった。

山上造物:なし。

'
E
A
 

内
ノ
臼



調査の記録
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A 

{ーな6)。ο巴日)

GST-m 

ーーー_.J@ 
。-4~.3)__  

B 
主-H=17.0m

--ー ニーニ=- 一一一ーーー一-::.一 一一ー二三一-ー ・一 一一一 一一一一一一 -一 一-一

。

( )内の数字は確I!面からの深さ
単位伺

L H=17.0m 
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SB137 
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λーん- ， ノ'¥.1，.
I 日r;

/1 j ム Jレ、l' とその遺物

i勺〕

SK03 

・確認状況 :A医東側にあり、地1][雨で倖認した

52rnを測る円形であった仁、

であった。

底面・壁面:底面は東側にj6Jかつて続く傾斜していた。壁面は緩やかに立ち 1--:の川、東側では残っていな

かった円

出土遺物:なし。

SK04 (第18・32問、同版

-確認状況 :A[Y.北西側にあり、地1I1市で確認したの

規模・形態:径78cmを測る円31三であった。

: 5屈に分けられた。

は平坦であった。 J晴雨jU:、西側が外傾して立ち

l~H 土遺物:土日i1j器杯 (32-40) が出土した。

SK05 (第18. 32図、図版11)

• f桂三犬況 :A区北i出iHlJにあり、地山で確認したo

e 形態:径84c111を測る円形であった。

: 6層に分けられた。

には炭化材があった。壁面は垂に立ち上がっていた。

出土遺物:土師器鍋 (32-41)が出土した。底面から出土した炭化材は、年代が9世紀後半

り、束性!IJには段がついていた

890年)、

樹種がヒノキ科という分析結果が出ている。

SK06 (第18・32・33図)

位置・確認状況 :A区中央にあり、地山田で確認した。

規模-形態:長軸2.08m、短lMll.67mの隅丸長方形で、あったり

:確認できなかった

底面・!戸長直I: )ま[[Iは西から東側にむかつて競い傾斜になっていた。壁間は、問側にわずかに残っていた。

:ニi二s市器坪、須J官;器査 (33-44)、鵜)11 が出土した。

SKO号(第18・

位置・{確認、;1犬況 :A にあり、地111-1市で確認したり

-形態:一辺1.57mを測る方形であった。

:確認できなかった。

底面-壁面:底面は平坦であった。壁面は急、に立ち上がっていた。

出土遺物:土師器杯 (33-45~53) が出土した。

SK 14 • 64 (第181夏、函版11・12)

-確認状況 :A区中央にあり、地山面で確認した。確認、面で新旧関係が把握でき、 SK64が SK14を

切っていた。

規模・形態:長rr.IU1.24九1.30m、短r!ilfJO.96 1.09mを測る楕円形であった

: SK64の埋土l土地山塊を多く i混入した単一層であった心
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。I 1!!I!11 
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主-H=16.9m
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全一一日ニ17.2m
8 SK05 

主-H =17.3m 
8 

SK64 
全一 H=17.2m 

SK14 

B 

8 

SK14・64土層注記

第 l号室 褐色土(lOYR4/6)地山塊混入

炭化材
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主 H=16.7m 8 
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SK23::l二扇注記
第 1層階褐色土(lOYR3/4)
第2容認色j二(lOYR4/6iJi!!.LlI粒子混入
第3震 R都墨色土(lOYR3/3)
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SK23・24

ち上がっていた。は緩く凹があった。: SK14の底面は SK64に比較してやや

この炭化材は、年代が10世紀後半した。位から出土遺物:底面や

組種がトチノキという分析結果が出ている。

(弟19・33図、図版SK23 

-確認状況 :A区南東側にあり、地111面で確認した。

-形態:径l.92mを測る不整円形であった。

に分けられた埋--i::3

っていた七ソは緩やか 2ヲ出であったム
T
d

(同-が出土した。:土811]界杯 (33- 、鵜J11ノb

(第19・331三J)SK24 

-確認状況 :A区南東側にあり、地山面で確認した。

であった。14mを測る-形態:

に分けられた。2 

ち一上カfっていた。

した。七三

に

υつ
山

は緩やか

同

は平坦であった。

: 二仁不 (33 -56) 、出



第 4章謂査の記録

QVつ7
1曙n 、~ ~! 

つ，110/1 Oll:トFi1つl
-._)-玄 l三三i、 i二三l11U、ょに.)/

-確認状況 :B区北両側にあり、地 Lた

e 形態:長さl.35m、 04m、深さ16cI11を測る北丙-南東に長し ii:告円形であった

:3層に分けられた。第し 2層には地Il!土が多く混戸入していたの

は緩く立ちあがっていた。

(同-60・61-.62) (同-63)が した。

であった 0

. ことmTi器j不 -58 ・59) 、

SK28 (第20・34・351豆、図版14)

e 確認状況 :B区中央にあり、地山田で確認した。

'¥ 1:吉円形であったc

されたものであると考えられる。

-形態:長さ1.45mミ幅72cI11、深さ26cI11をmlJる

: 3層に分けられた。第 2層には地1I1塊が多く混入じ、人為的

は凹していた。壁面は緩やかに立ち上がっていた。

出土遺物:須恵器大斐 (:35 66)、鵜Jfl石 64・が出土したo

SK担(第20図、 12_1版15)

-確認状況 :B 南東側にあり、地山面で確認したの

さ1.58m、llJ高1.10m、深さ 8cmを測る北西一南東に長い楕円形であった。

に混入していた。南東側がSK30と切り合っていた。

であった。 は北側が急に、南側が緩く立ちあがっていた。

:なしo

SK30 (第20図、図版15)

-確認状況 :B区南東側にあり、地山面で確認した。

-形態:長さ1.72m、幅1.00m、深さ17c111を測る北西-南東

埋土:地山塊を多く含む暗褐色土の単一層であった。

底面・壁面:底面は平坦であった。壁面は南側がi宣紘13'~ に外傾し

出土遺物:なし。

SK31 (第20・34図)

寄確認、状況 :B区南東側にあり、地LU面で確認した

倉形態:長さ1.42m、rlJ高76cI11、深さ 8cmを測る北-下旬に長い楕円形であっ

: 2単に分けられた。第 1層には地山粒子が多く混入していた。 南側がSK33と切り合っていた。

円形であった。

ちあカfっていた。

:底面は平坦であったっ壁面は北側で緩やかに立ち!二がっていた

出土遺物:土師器杯 (34-67・68)が出土し

SK32 (第20図、 l_ill版16)

-確認状況 :B区南東側にあり、地山面で確認した。

規模・形態:長さ1.54m、lIJ)i¥1.04m、深さ14c111を測る北 南に長い楕円形であった。

埋土 3層に分けられた。

:底面は平坦であった。

出土遺物:なし。

SK33 (第20・34・361耳、問版16)

a 確認状況 :B区南東側にあり、地山由iで確認した心

は緩やかに立ち上がっていた。

fo 
つω



SIく27

SK27土屡j主記
第 1層 褐色ニt(lOYR4/4)地山粒子浪人
第2層 褐色土(lOYR4/S)地山塊混入
第3層階褐色ニiニ(lOYR3/2)

SK28こ仁層j主記
第l層褐色土(lOYR4/4)
第2層 i情褐色土 (lOYR3/4)地UJ塊混入
第3層碕褐色土(10YR3/4)

第 1節 検出遺構とその遺物

8 

主-H=16.0m SK32 B 

SK32土橋注記
第 1層褐-8土 (lOYR4/4)地山粒子混入
第 2層 にぶい主主褐色土 (lOYR4/3)
第3層階褐色土(lOYR3/3)

SK36 庄一日=16.0m

SK38 
8 

入混子粒山地
川
町

A
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m
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己
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層
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円

仕
層
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目

3
1
2
 

日
第
第

ム:..--♂， 

骨
企-H=16.0m

SK38土)層注記

第 l層階褐色土(lOYR3/4)
第 2層 褐色土(lOYR4/6)地山粒子混入
第3層 褐色土(lOYR4/4)地山紋子混入
第4層階褐色土(lOYR3/3)
第 5磨褐色:士:(lOYR4/4)地ill塊混入
第6謄 E音縄f主了i二(10YR3/3)地山投子混入

8 

D 

SK29土層注記

第1層 褐色土(lOYR4/4)地山粒子混入

SK30土層注記

第 1層褐色土(lOYR4/4)
第2層 階褐-8二七(lOYR3/4)

SK31土層注記
第 l層 褐e土 (lOYR4/4)地山粒子浪人
第2層時褐色土(lOYR3/3)

SK33土層注記

第 1層 褐色土(lOYR4/4)地山粒子浪人
第2層 褐色ニ七(lOYR4/6)地山塊混入

m 

第20図 SK27・28・29・30・31.32・33・36・38

-27 



ヨ4芋 調査の記訴

さ1.2'3三m、iji長¥1.三己m、

埋二仁;之 に分けら jした口

{ま であった。
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SK36 (第20図、図版

乙'D ょがj昆入していた。

さ 3三CIllを if[!Jる ~IL:.ILI主j-I布市

に外{頃して

72、 36-73' T1) 吋!，，-'LLJ 
iJ ~ I-Lf ! ア事

( 1可

-形態: 04m、

$確認状況 :B区南東側にあり、地iお函で確認したc

さ6CI11をj則る二|ヒさ1.92m '¥ 

つ・ゐd
に分、けられた。

;ま ，J
f
J 」つ

斗めで

出土遺物:なし。

SK38 、図版

はi主総、的に外向して

作
日
大

I
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i
 

Hゐ
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寸ノ 、.

1
i
A
 

y
i
 

苦
8
0
4cu 

八一

υ
1
1ム

…口問

にあり、 JfuiJj IliIで諜認した。

さ12cmを測るPLf北西

ー確認状況 :B

さ1.93m、

つ. ) 
に
J
)

んでいた。また、:底面

( 4 ) (第21図)

SN26 

-確認状況 :A.B 間の沢内

規模:長軸52c111、短軸28c111の不整形で、あった。

中で確認した。

3制81

.
r
-
、.
'
t
 

-確認状況 :A.B 間の沢で確認した

:長軸41c111、短軸33c111の不整形で、あった。

A、 8 

SN26 

企一日 =11.7m 8 

・:・:・:・:・....三年ギ司山由山町F μ 、でミザタ...

回 開

焼土

A 

SN81 

生 H=10.7m 

第21図 つム一日QU
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第 l節検出遺構とその遺物

~N P.? 

.確言

規模:長軸6ω8cαωm、短軸34c111の楕円形で、あった。

( 5 )土器焼成遺構

SN 135 (第22・37図)

-確認状況 :D区東側緩斜面にあり、地山面で確認した。

規模・形態:径1.32mの円形であった。

埋二i二:2層に分けられた。第 2層には焼土塊が多く混入していた。

底面・壁面:底面は平坦で、西側から北西側が赤変していた。壁面際や遺構:中央部には径 3cm程の粘土塊

が密集していた。

出土遺物士郎器杯 (37-76・77)が出土し

81¥1136 (第22・37図、図版18)

-確認状況 :D区東側媛斜面にあり、地山面で確認した。

規模-形態:長さ1.31m、IIJ高1.08mの北西-南東に長い楕円形で、あった。

:2層に分けられた。第 2層には焼土塊が多く混入していた。

底面・壁面:底面は平坦であった。壁面は北西側が緩やかに立ち上がっていた。

出土遺物:土師器杯、妻 (37-78、79)、土錘(同-80)が出土した。

SN 142 (第22・37・38図、カラー図版・図版18)

位置・確認、状況 :D区南側緩斜面にあり、地山面で確認した、

規模・形態:長さ1.54m、I1国1.25mの北東一南西に長い楕円形であった。

埋土:3 にう子けられた。 3 

G主
A 
y大

8 

全一一目立18.6m
SN135 

B 

SN135土層注記
第l層 褐色土(lOYR4/6)焼土粒子混入
第2患 にぷい赤褐色土(5YR4/3)焼土塊混入

には焼土塊が非常に多く混入していた。

付
A 

SN136 

主-H=18.8m

SN136土層注記
第 l緩褐色土(lOYR4/6)焼土粒子混入
第2層 階赤褐色土(5YR3/6)焼土成混入

第22図 SN135・136・142

-29-

8 

B 

⑨ 

A !( 8 

SN142 

SN142土層注~c
第 1層褐色土(lOYR4/4)
第2層 にぷい赤褐色土(2.5YR5/4)焼土粒子混入
第3層 灰赤色土(2.5YR5/2)焼土塊混入

2m 



第 4軍調査の記録

!十王区十日マて、来、~， -t- 1 マー1，'17ヘ
'-~-、、噌 F 弘、、

l:B土遺物:二!二師器材よ ~97， 98) ~ミ (同-103)が Lた

( 6 ) 製鉄炉

8849 (第23・38図、カラー図版、図版19)

-確認状況 :C区南東側斜面にあり、 中で確認した。 地山・焼土を含む楕円形プランを最初に

確認し、その東側の前庭部には円形の掘り込みがあった。掘り込み内には木炭がドーナツ:1*にあり、その上

に被さるように地山粘二仁カ叩占られていた。

形態・規模:炉{本の平面形は長さ40cm、IIJ高20C111の馬蹄形で、あった心

理士:8層に分けられた。

}ま面・壁面:炉床は確認できなかったり炉樫の高さについてはすでにその上部が失われていたことから確

できなかった。炉壁の内壁はガラス化し、外側ほど還元して灰黒色を呈していた。

柱穴:西側に 3基、北側に 1基検出した。炉との関係については不明であった

出土遺物:土ms器j不 (38-104) 、羽口(同-105) 、炉壁(同 106・107) 、

した。

(同 108・109)

⑧
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SX20 (第24・39・40図、カラー図版'図版20)

-確認状況 :A区東側斜面にあり、地山!立iで、確認したc

形態・規模:北西 南東に細長いプランであった。 北西側の一部がクランク状に曲がっていた。

埋土:6層に分けられた。第 2層には炭化物粒子が混入していた。粘土・焼土・炭化物が分布していた。

床面・壁面:床面は平坦であった。壁面は北西側で高く、南側では残っていなかった。

-柱穴:IIJ高30C111、深さ 6C111の壁溝が西側にあった。柱穴は東側平坦函に規則性をもって配置してい

カマド・炉:鍛冶炉と推定される炉を i筒所確認した。

出土遺物:土I~rp器杯、妻、鏑 (39 110、111、40-121)、 (39-112)、鉄?'幸 (39-113)が出二tした。

伝記 一三日立15.8rn 8 

SX20土層注記
第 l層 If音褐色土(lOYR3/4)
第2層 黒褐色土(lOYR3/1)炭化物粒子混入
第3層 暗褐色土{lOYR3/3)地山粒子混入

粘土 土焼 炭化物

@ 
C 
一一一日

D 

。 思3

o
l
u
v
 

o
 

。
ね
V

。

(Q)Y 。。
第24図 SX20
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第 4_i主調査の記録

向
日
吋

M
h
J
 

V
〈{to 

e 確認状況 :B区北側斜面にあり、地山面で確認した 0

%態・規模:北西-南東に細長いプランであった。

:確認できなかった。

床面・壁面:J未開は平坦であった。壁面は外傾して立ち上がり、南東側では残っていなかった。

-柱穴:111~14cm、深さ 5 cmの壁溝が南西側にあった。柱穴は溝に沿うように規則性をもって配置して

いた。

カマド・炉:検出されなかった。

出土遺物:なしの

SX 48 • 86 (第26・39図、図版20)

-確認状況 :C区南側斜面にあり、地山面で確認した。 2 しており、東側斜面下方には

していた。

形態-規模:北西一南東に細長いプランであった

理土:確認できなかった。

床面・壁面:床面は平坦であった。壁面は急に立ちあがり、東側では残っていなかった。

B 

。
毎 三一日=13.8rn

。

。
積。

G 
~H=13.9rn Tご

Q~ 

もο 豆町一-H =13.6rn 一一自

。今

符1

第25図 SX39
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第26図 SX48・86
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第4章調査の記録

.主主守.rtJ百つら1η 浮支 lnrmの時滞チl吉本.r)f~ け古イ日11~司z+丹市ドキ目白11'性会 ι .r) J -rいわー

カマド・炉:検出されなかったの

出土遺物:土師器杯 (39-114)、 (同 115、116) 、珠洲系陶器摺鉢(I可 117) 、

した。

(同

、
、、1
1

，J
円九)

1
1
{
 

11{ 
(同-120) 、釘(向-119)が

( 8 )井戸跡

8E83 (第27図、図版21・22)

-確認状況 :C区西側斜面にあり、

地山面で確認した。斜面下方では、プラン

内側に沿って黄褐色土が環状に混入してい

G 。

た。

8
 @ 

規模・形態:径80cmの円形であった。

: 9層に分けられた。第 3層は地山

土である。壁面崩落を防ぐ施設が無かった

ことから埋土 F部では塊状に地山土が堆積

φ
 

@ 
8 

していた。
主-H=12.2m 

SE83土層住記
第1層褐色土(lOYR4/4)
第2層黄褐色jニ(lOYR5/6)池山土

第3層 褐色土(10YR4/6)f也山塊混入
第4層 11苦褐'@.土(lOYR3/4)炭化物粒子混入
第5層 褐色土(lOYR4/4)池山塊混入
第6層階褐色土(lOYR3/4)
第7層階褐色土(lOYR3/3)
第8層黒褐色土(lOYR3/2)
第9屡 黒褐色土(lOYR2/2)池山塊混入

底面・壁面:底面は湧水が激しく確認で

きなかった。壁面の立ち上がりは急、であっ

た。

出土遺物:人頭大の礁が出土した。

m 

( 9 )炭窯跡

8W07 (第18図、図版22)

-確認状況 :A区南東側にあり、地111面で確認した。

形態・規模:一辺1.27m、深さ44cmの稿丸方形で、あった。

埋土:4層に分けられた。第 3層には炭化物、第 1層には地山粒子がそれぞれ多く混入していた。

第27図 SE83

床面ー壁面:床面の中央部に窪みがあった。

出土遺物:なし。

ちあカすっていた。

(10)溝跡(第29図・図版10)

いずれも A区平坦面にあり、地山田で確認した。底面 は存在しなかったが、その配置状況から

-掘立柱建物で構成される居住域と鍛冶などの工房域の仕切りである可能性が高い。磨耗した土師器

杯などの古代の遺物が出土した。

8D57 

:北側を北東一南西に ていた。

規模:11幅約20cm、長さ約24mで、北東側調査区外に延伸していたo

8058 

位置:北慨を北東一南西に貫いていた。北東側端部で北)jI句に に!曲がっていたo SD57と58の間には

34 



第 l節検出遺構とその遺物

S I01が、北東側には SB56がそれぞれ存在していた。

規模:r幅約15cI11、長さ約16mで、あった。

S059 

:束fUijを北西-南東に貫いていた。途中 SD60と

:幅約20cI11、長さ約25mで、あった。

S060 

:中央部を東西に横切っていた。南側に S'vV07、西側に SK06、SB78・80がそれぞれ存在していた。

:幅約訪問、長さ約12mであったり

していた。東側に SI 08、SX20が存在していた。

S061 

:南側の斜面際を に貫いていた。

: rlJ高約15cm、長さ約13mで、あった 0

S062 

: SD61の南側約 7m地点に並列してあった。

規 模約20cm、長さ 3mで、西側調査区外に延伸していた。

先
)

4戸P... 
J〆
r 

~ 

5058 

主シ/

5062 

。 m 

負~28図 SD57 ・ 58 ・ 59 ・ 60 ・ 61 ・ 62

-35 
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竪穴:1犬遺構

SK I 44 . 45 (第30 ・ 40~42図、図版23 ・ 24)

-確認状況 :B区南側斜而にあり、地山面にて確認した。

形態・規模:沢に面した斜面にあり、沢側を埋め立てて平坦面を作り出していた。

埋土:6層に分けられた。第 l層には地山塊が多く混入し、第 3層には炭化物・焼土が混在していた。

床面・壁面:床面は平坦であった。段になっている箇所があり、この部分が古い時期の居住施設の立ち上

がりと考えられる。壁面は北西側で深くなっており、南東側では残っていなかった。

-柱穴:壁溝は検出されなかった。柱穴は床面に多数あったが、規則性は認められなかった。

カマド・炉:なし。

出土遺物土師器坪 (40-122・123)、 (同 124、125)珠山、i系陶器摺鉢 (41-127)、砥

(40 126、41 128・129)、銭貨 (42 130~ 137)が出土した。また、水洗選別により炭化米330g検出

した。地山塊を多量に含む柱穴の埋土中からは世紀代と推定される珠洲系陶器摺鉢が出土していることから、

本遺構の構築時期は珠洲系陶器とほぼ同時期の遺構である可能性が強い。

4 時期不明

埋め立て(図版25. 26) 

B'C区間

厚さ 30~40cmの地山塊を非常に多く含む土で、沢を埋め立てていた。北側に位置する SKI44 ・ 45 、 S 1 46 

の柱穴が、この埋め立て部分からなる床面を掘り込んでいたことから、居住施設の構築時に床面確保の目的

で沢の埋め立てが行われたと考えられる。両遺構ともに斜面を削って平坦面を作り出しており、削った|祭の

排土を埋め立て土として利用したものと推測される。埋め立て土中からの遺物が希薄で、いずれの遺構に伴

うかは判然としなかった。

D.F区間

さ30C111前後の地山土で、沢を埋め立てていた。 F区西側の調査区外にまでこの埋め立てが及んでいた。埋

め立て士の出来は、調査区西際の沢断面で濃密な地山土層が認められており、 F区西側にあるものと考えら

れる。なお、埋め立て土中より土師器片が出土していることから、古代以降に埋め立てられたと推定する。

また、埋め立て土を除去した後、 F 区平坦面から同区西側の沢に I~ì] かう斜面の地山面で、西一束に細長し

;1犬の落ち込みを検出した。

沢(第24図)

SX130 

D.F 関に古代から近世にかけての遺物が集中する箇所があった。確認状態では竪穴住居と考えられたが、

床面が検出されず、埋没した沢と判断した。土師器護、杯 (42 138 、 139~149)、須恵器斐(同一150)、

珠山|系胸器査(同-151)、肥前系磁器(向-152)、 (向-153)が出ゴこした。
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第 1節 とそのj室物
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SKI44・45土層校記

第 1層 黒褐色土(lOYR2/2)地山殺子混入

第2層黒褐色土(lOYR2/3)

第3層 階褐色土(lOYR3/3)炭化物枝子・焼土塊混入

第4層褐色土(lOYR4/4)
第5層褐色土(lOYR4/6)

第 6層 にぷい主主褐色土(lOYR5/4)地山粒子混入

第29図 SKI44・45

ウ
t

つ、
U



第 4章調 査の記録
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第30図遺構内出土遺物(1 ) 
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第 l長IJ :{支出遺構とその遺物
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第 l鵠 検出遺構とその造物
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第 4準認在の記録
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第 l節 検出遺構とその遺物

.日翠;ijJ主主Tムコ 3獲構替考 者香年夏 苦言汁5 タト臨調整 内面詞華 成方3 脂土 f尭a 備考

SI01 土日ili器
コ一コJ〆、uじE ι ナテ72F 

ナ-777j」デ7 デデア

ロケロ
il訓トイ告i SI01 1ι市出 IJノ'，-μ P口jj，成ま i'、Jlújに j~i: :ij~lJ，~iと物i-j;jヨ

SI01 i-:I1市吉井 ロクロ 砂粒
SI01 |二i二Ilmilifi J不 ロクノ兵!1コ

{ゅ歩段恒位t 5 SI01 土師器 J不 ナデ ロロ

f不! ナデ 十干、 ロクロ

ナデ フア LJクI-J

8 一「で「 ナデ ロクロ ¥' 、 !ゴ松山外出L:保:Ik炭化物付着

19 0 
ナデ ナデ l:Jクロ tL 一

不口良i良小好好良良JヨI五 ハナラデjーデ"， I .r，ヘ、ナナナララFデナ7テデナJ デテ

ロク口 i句r[[jに煤状iJHヒ!j句Ni奇
11 SI08 

ゴ非ドロロロロロクククククロロロ口ロ

小行
12 S108 

ミ主 ヘヘナ寸ララjナトナデテデデナデテ

/J歩zf、占1 13 S134 土師器

可ff川Tj干E、、 ヘナフナTテ

14 S134 L向li器
!→nfli器 tli~iこ
土riilj山 ロクロ 7id)i:i!， 良好 内面白奇1;に煤:1犬炭化物付者

S134 七日ftii?!f 非JlcOロロクク ロロ 小石
不不良良S134 i土財界 i ナデ ナデ 小Ti

高内l内与面而凶出1ににに?t砂;Z!状粒:k付炭炭化着化物物付付着着19 S134 士自IJ器 莞 l ナテ ナデ :;JI二ロクロ 小石 ノT比

20 S134 I-_師器 玉3f乙F ヘフナデ ヘヮナデ ::)1::ロケロ 小石 j主好
2] S146 二仁H市器

士f材Ht1 if、、、
十寸ナナデデデデず

十寸十弓デデJ ロロ口 ククク ロロU w砂砂b利粒1'il: 

I不f良上小4主L制好好良k良f 

つつ S146 土r:rli{，if

Zつ43 
1[1 師l1叩州甘Z器品F TT  ロクロ 砂i'¥1:

う5 S146 ナデ
ナナデデ ロククロ 砂砂粒粒

26 S146 i土師器 J1~ ナデ ロロ
ム円ニ円i S146 十日市器 Ii不 ; ナデ ロクロ {l''J;粒 良好

十号E 
.百→liif汗rr 2王二ゴE2HU二 タナタデキfl タナタデキi二! ゴドロロククロロ

砂粒 J#U，(…r 
タfノl 直

に自然'fill，.t，1j丈「まJ?

砂砂粒粒
良好 i控訴i

30 i子L立子 11.3 
31 SI46 I'-{j 
32 S146 

S146 -fj箆 官に長78最大111話38重量57.6
S147 鵜川石

須Z士Fl恵恵雄器器 伝L2 J タナタデキI1
ナデ iヨクク iヨ

か少Fい立

良.EJc好好ロロ 重ロク量ロ()瓦63:11引2)去、タトIUI(こタタキ目
S147 不良

38 SB78 i :t，mli器
タナタデキ臼 タナタデキ自

ロクロ 不良 内HrHこ煤;17;:炭化物付着
SB78 須恵器 歪 ゴ!コロクロ {iYi:i/. 良好
SK04 土師器 何; ナテ

ナナヲデデデ ゴ|ロロ口クククロロロ
{小沙粒石 不良好良SK05 IJl市器 ;iW，¥ うデ

555証ヨ氷正k王f泊
鵜項!恵日川市器2七5 

Jf ナデ 1沙粒 jミ好

44 TI可い ナデ
vナ「デ寸一 ロυクヅロυ 砂11タ'1'ば立

|、

せ i ，n市部 J不 l 寸ーづー

1.r.rti器 ナデ うデ

1ロロロリロ1ケククククク U ロ1口ロロ3 

J;; 

SK09 …LRili器 ナデ アア (;: 

48 SK09 ij二11市器! 1不 ナテ ナデ rJ;' 
.19 SK09 二!二 i町~~

旬上II材幻イf{、、、、、

ナデ

ナナナデデデ
b 

50 SK09 

才士附師師附器器罷器
ナナナ7すデデデデデ

(i'!; I良良ミVν1，伯1 
51 SK09 砂;j主
52 SK09 ナデ ロタロ 砂粒 良好

ナイデデ ロロククロロ 1砂iiy;j粒7_jJ_ 良良好好J_._nilj器
J向 r

奄J旬イf、 ナデナナナ十デアデケ'ヌリ

tデ ロクロ 1別主 i子
。戸円/ 百 ゲデ ロァロ 砂粒

l込ミilRLk灯H I j 58 トデ ロクロ {沙粒

59 
タ夕 タタトァキキ今日目 三非ドロロロククク口ロロ

砂砂粒:J't 60 srく27 ; ノ

ヨ笠!と i タタ タク キキ Eit-li 
61 SK27 I ~良 ~r&l~HlF {沙粒 良好
62 S1包/ [芽ift;:ilif llf ナデ ナデ ロク口 i 砂粒 J主的:
63 S昭 7 鵜)116
64 S回 8 弟:J~JII 石
65 SK28 鵜川石

66 SK28 須It-z器 二ム タタキ目 タタキ 1，:1 ゴ1::ロクロ 砂粒 良好
67 SK31 士山li{，Tf j不 ナデ すデ ロクロ 砂粒 良好
68 SK31 i j~， njjj ÿ，if 勾L ナデ ナデ ロクロ i 砂粒 良好
69 SK33 二|二11百器 I不 ナデ ナデ ロクロ 砂粒 良好
70 SK33 j二日市吉iF J不 ナデ ナデ ロクロ 砂粒 良好
71 SK33 二I:Rili器 よ不 ナデ ナデ ロクロ 砂粒 良好
72 SK33 須恵器 主己 タタキ目 タタキ日 ~I:: ロクロ

砂粒主t笠F 
73 SK33 @i恵器 己正 タタキ l三i タタキ目 非iコクロ {i少1'iL

774 5 S5TI三 iチf¥Eiiベ司石ン王1ft11γi 王己正 タタキ日 タタキ IJ ::)1ミロクロ {沙粒

重量108

第 1表 遺構内出土遺物観察 6 計測表(1 ) 
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第 4章調査の記録

遺物番号 震構杏号 ざ註年夏 福市 ヅ‘ 回言j司5ま !付四百同盟 t)Gη王 コ ←毛F開 {詣.:;

76 土一一l二i[i;H市J器 j11不-
f子J7ーーデJデ7-" ナアす寸1アテデ一デ ゴド口ロロロ々クククロロロロ

じ:

78 

];'1、

1::師iii十 j不 J;; 

79 SN136 Li':市器 二じF 

80 SN136 二|二錘 {沙粒 良k子 重量 5.5)

81 

主主f小f 

十デ ナデ ロクク ロ {砂沙粒粒 良良川好
82 

寸ナ7ト1テデテデア一3 

ナナデデ
!ゴ Iユ

仁Qhつj 1m 口ク lコ i'i:b、1T11F1IL - 良好

33j5 6 4 
日fI fj千T;; ナデ ロクロ 砂粒 普通

J ロクロ i [沙:jo，i: 良好

ナ ナデ ロクロ 砂粒 良好

1-.日i!i器 11不 -)デ アア ロケロ i 砂粒 良好

88 二|二師a，';o I t下 ナデ 砂粒 .t't'z+ 
89 

1上 勾J不J ナナデデ ナナデデ ロクロ 砂粒 良好

90 SN142 i ロクロ 119;i生 J'~~子

91 SN142 I-_nfli先手

E 可t判不: 、
すーナナjトデうデデ子

ナデ ロクロ 砂粒 良好

SN142 二ト今Hf!i器 ナデ ロクロ 砂粒 良好ー

SN142 !牛肉li器 ナデ ロクロ 砂粒 良好

SN142 二I::-_nrli器 ナデ 砂ti!: 普通

SN142 二t師器 I不 砂i'責 !ま ;J~k

SNH2 二ヒ
士JT干:、 づ十デデ

ナデ ロケロ ì'írb:l'i~!: 良好 内黒

SN142 
ゴドロロククロロ 砂小粒石

良好 内主主

9:::¥ 句ニこ タタキ FI タタキドi 良好

可4ィ銅、、、IltH月耳

雲

:ほ征iは士士0S写努a等5) 豆豆辺±三三売充角予7形Z言重重E量品百((38五207j ) 
111 

101 ぱl

102 をj

103 SNH2 j:9ci宰 草tj

104 SS49 二仁Rf!i器 j不 7デ ナデ ロクロ 砂粒 良好

105 SS49 羽11

106 SS49 'J:P~if 

克ガガi府ララ市スス言高質Yコ.2.歪主董豆E町王I107 SS49 炉型長

108 
主5鉄二存而雫

土尭( 、 オデ すう与、 ロクロ 砂l'立
不背通良

111 SX20 卜.Rrti日;ょ ヘフナデ ヘフナデ ~I二ロクロ IJ、1-1
112 SX20 I 1ill石 電iR量量8(83 .16 8) 
113 SX20 鉄i宰

己X48 j二n雨苦手

吾宣E

ナデ ナテ U クu {沙1'，/: 才1マ色f:i可ZIl思

SX48 
須須恵恵器器

ナデ ナデ ロクロ 砂粒 良好

116 SX48 タタキ白|タタキi=I I非1ゴクロ

砂砂砂粒IfJ d 
良好

一豆E軍最内内豆F外面土司I百面長市ニ4卸苫2i、-引断9日タ)、面汗最一に女『ア幅スi一フG一アRル一トg{一付一2一右1 

SX48 1半がH系 摺長j， ナデ ナデ 口クロ
良良好好

SX4d 土錘

119 SX48 J正hに7、告三予1ζ1L口11.1 :'U 
120 日

121 ι;f/.'，¥ タタキ1=1十ナデ ナデ ロクロ 小石
五良背I好屈Z 1 ') ') 

・・

苛須よk盟志S恵j器 j州t、 タナナタjトァデデ二千 FI 
ナヲアデ 1υ3クァロυ 砂砂粒粒

123 

5δ5只 日

市でよ-可 抗 i アア ロクロ i沙粒 良的こ

タタキ日 I ~Iミロクロ| IJ、干[ 評i面

砥石

丙育」重E 出量甲 1H】

E日止砥市E石主十

j習針: 7守 ア一、、 ナデ ロクロ {沙投 良好

古銭

133 ，11銭
134 SK144・45 I~l 銭

555日

以銭~~~ 乙

古J~銭師器 整 ナデー λ 弓ーI--'r ナデ ロクロ 小，イi
ド巨且ι k 

11439 0 
土nHi器 J不 ナデ ナデ ロクロ {沙粒

ト~f:m器 J不 うデ ナデ ロクロ iij;粒

141 SX130 土日Ili器 J;F ナデ ナデ ロクロ 砂粒

142 SX130 二ヒIlfli器 勾: ナデ ナデ ロクロ 砂粒 良好

143 SX130 l二flm器 t不| ナデ ナデ ロクロ 砂粒 良好

144 SX130 |二日市昔日 j不 ナデ ナデ i ロクロ 砂粒 良好

145 SX130 二|二n市f{if 勾; ナデ ナデ ロクロ iij;、校 良好

146 SX130 i二郎1器 7不 ナデ ナデ ロクロ 砂粒 良好 内月三

147 SX130 こ|二郎i器 j不 ナデ ナデ ロクロ 砂粒 良好

SX130 ゴ二伺i{fif j不 ナデ ナデ ロクロ 砂粒 良好

SX130 J~ r:f!îi{if j不 ナデ ナデ ロクロ 砂粒

当← 三え之

|勾黒

150 SX130 須Tit~器
1刀五

タタキ日 タタキ目 ゴドロクロ 砂粒 タト[i百 1=1 r!.~TJl l
151 SX130 珠山i系 ナデ ナデ ロクロ 砂粒 外i訂に櫛歯波;伏文

152 SX130 ! {ii~~if H沌 ナデ ナデ ロク υ !沙中立
良良立仕

153 SX130 二fifu 砂粒 京:10

(i設大長、最大!隔は畑、重量は g)

2表 遺構内出土遺物観察 e 計測表(2 ) 
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第 Z節遺構外出土遺物

第 2節 i貴構外出十漬物

縄文時代の土器、石器、平安時代の土師器、須恵器、中世の陶磁器、土製品、石製品、鉄製品が出土した。

それぞれの遺物の実測図を掲載した。また、土 I~市器、須恵器、陶磁器、土製品、石製品、鉄製品には観察表

あるいは計測表を'f;Jしである。出土地点は、調査区各区間に入り込んでいる沢の堆積土中からのものが多く、

平坦面からは遺構内出土のもの以外は少なかった。

縄文土器(第43図)

A.B区間に入る沢から出土したが、摩滅した小破片が多い。 1は体部下端までRL去最文の施された深鉢

形土器である 2・8・9は深鉢形土器の口縁部で、直立ないしはわずかに外反し、肥摩する。口唇は丸味を

には横位の調整痕が残る。胎土は殺密で、白色針;1犬物質が認められる。 4は横(立と弧状の平行沈殺に

よって文様が描かれる鉢形土器で、ある。 5 は波状口縁を呈する鉢形土器と思われ、口縁部には ~J日 1 Cll1J-~上の

無文帯があり、 LR縄文帯とは1条の横位の沈線によって画される。 13・14は査形土器の同…{同体で、

には:腐状の粘土粒が貼付され、体部には櫛菌;1犬工具による 3~5 本一組ーの条殺が横位に施され、これを縦位

の弧状沈線が繋いでいる。 6・7・10--12に施される縄文はLR縄文が多く、 10のみRL縄文である。これら

の土器は縄文時代後期と考えられるが、より詳細な時期については明らかにできない。

議パ
よ明司雪 11 
'"'ご主主主主益、sr' 1 I 
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2竺A音 吉郎容の言，1主主，
ノP '-i 戸川にL ノj.1!_...l.;l小

_L白コ:1:1.ロ / 
_L詞I(J治資 l 

「八rN"1 右f注~ 'i r 
-JVI""，I . 5ふfjο-u 

にt，-. BI玄関、 D . E!玄関の

fl-を掲載したり 1~ 101 

日中していたcに入りこむ 4つのj尺から

i不(1 ~ 125) 完形のもの以外は、

し、

く、 102~124 

は高74?を有するものである。前者のうち、話、 17は凸底、 1， 5， 7， 8 、 11 、 12~15、 18~68は平底、 2 、 3 、

4 、 6 、 9 、 10 、 69~101は上げ底である。 後者のうち、 102~ 109は底部に糸切痕があり、 110~113 

痕がなく、 110~113は柱状高台である G

(l26~245) 口縁部と底部資料を掲載した。仁i綾部の!]iJr田形状は、 126~ 168 、 171.~ 179、182がく

169 、 180 、 181 、 183~216が L 字、 170、 217~230は直立している。さらに、口端部は、 171 ~ 199が平らに、

200~216はつまみ上げて作り出されている。

鍋 (246.~257) 口縁部ないしは体部下半の破片資料である。 248~255は外面に条報状のタタキ日が施さ

れている。

;]:J釜 (258) 口縁部の破片が l点出土した。

須恵器(第51図 ~58図・第 7 ・ 8

調査区に入りこむ 4つの沢から出土した。 杯、筒、蓋がある。全て破片資料である。

なかったことから、摩滅の著しいものを除いて全て掲載した。これらのうち、翌については口端部の形態と

に施された調整痕で違いが見られた。 fl端部の形態では、 7へ 9が平らに面取りされ、 10~18が

凹み・稜が施され、 19は n持状に外側につまみ出されていた。器表裏面の調整痕では、 20~56が体部の表面に

平行または格子状の IJp き目、裏面に平行または青海波文の押さえあるいは叩き日があり、 57~95が表面

行または格子;1犬の叩き目、裏面にナデ等の調整痕がある。 4~6 、 96~135は査である。 4、107、108は長

と考えられる o 4、132の底部には糸切り痕が認められ、その他の底部資料ーにはヘラ等により二次的な

調整が施されている。 1~ 3 、 136~143はj不である。 1・2は底部に回転糸切り痕が残る完形資料である 0

140は高台付杯である。 144・145は筒、 146は蓋である。

鞠議器( ~62図，第 9

珠洲系陶器については、斐20点、査 3点、摺鉢 9 を図示した。いずれも破片資料である。莞は外国にタ

タキ目、内面には円形抑痕が残るものである。胎土は級~I;で、白色小蝶を含むものが多い。外面のタタキ白

は条線状のもので、右下がりのものが多く、格子状に施されたものもある。査はいずれも同一個体と考えられ、

休部上半に 8本一組の櫛歯状工具による波状文が施されている c 招鉢は口端部を外側ないし上田にi白jけ

らに作り ~B され、 11 ~21条一単位の在日目が施されている。

は 5点出土した。 43・45・48は内部に蓮弁文が見られる。 45は底部が露胎で、糸切痕が残る。 44は

外国に鏑蓮弁文が見られる。白磁は 4点出土した。 46は碗口縁部の破片であり、外面は全面施秘され、内面

は口縁部付近に施糊されているが、その下は無手[1]で、ある。 57~59は血の破片である。 58は口縁部が端反りし

ている。肥前・唐津は24点出土した。 24~33は摺鉢である。 24~27は折返し口縁の破片である。 33は郎自

の!墜減が激しい底部片である。 49~51 、 53~57 、 60 ・ 61 は碗である。 53~57 ・ 60 ・ 61 は底部内面に蛇目粕

剥ぎが施されている。 52・58・59・62・63は血であるの 52は唐津系折縁血である。 62・63は唐津系皿で、

内面に施された文様は二 ある。 65は内面に型紙刷の文様が施されている。
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第 2節遺構外出i土遺物
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第 2節遺構外出土遺牧j

K37d人140
刀
打
け

U
i

η
υ
Uい
l

刀打
U
1

-
h

パハ川一ハ
M
l

ρ引
い
け
川

刀
パ
け

U
V

η日
日
比l

rud 

wハh
p
U川

F
H
U刈

刀
け
門

刀
打
比
一

竹
山
一
万
ハ

U

一一
刀
υNUi

刀
打
H
V

一-

刀
M
U川

i

刀
打
川
1

刀
ハ
日
Ul

130 

判
川
ハ

U
i

J
F
m
 

p
h
 

p
h
 

p
H
U
J
 

p
h
 

万
什
H
U叶

yUω 
刀
打
H
U
d

pれ日川

刀
打
U川

ff:84 r1 万
円
は
ん
ー

pj 

一

GP
N
N何

万
H
H
H
M
l

p
υ
u
-

刀に7
U市

万円
N
Uリ

5

力

μ
りい

7〉7〉ヲう十万ア?-0737¥7¥ ひ、刀ーハ
ザ日/内91I4192M193 叫194γ印有6 九いml99 グ

，~/172 

一J
np

し
一d
mym 

万
H
U什
n

y
k
v
 

1
f
w
 

刀
げ
ー
加刀九

万
口
、

万
υul加

万

um
一グ
m

万
U
U
J

力
げ

U
μ
2

nllul 

ηυ
ハハハ

υハ

判

U川
刀

U

…
J

ηυ 
一ハハハ
M
r

力
什
け
け
は
川

守

U
勺

九
ハ
け
い

列ハハ
UI

刀
川
け
什
M
い

10cm 

遺構外出土遺物(6 )土自j]器

-59-



第 4章

\d~ 
LI  

¥l d<c ¥ トマ;37¥ ;3 ¥ 1 J:39 

¥ |く:;::o~ ia;l ~ トて2

¥ ¥ 「「
υ

d
4
a
 

円
久
】

/
 二 。 10cm 

者~49図 遺構外出土遺物(7 )土師器

-60 



2 ど29
/ 

/司ヘ、/

/'. / 

y 250 

/ 
^I  

〆γ252

第50図 (8 )土師器

fo 

第 2節 i童精タト {i~， -i-:3急物

。

/ 

/ ，/ 

-
- 251 

1/¥ 
i' 11 

，-I 254 

行口
υ

一
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50 川、 JJ主 ~~I~ うデ i 4.8 I J五[Lj色(7.5YR8/2) ナデ 法決没責極前任桁色?色色(5(y77R5~8YYlRE)8町/36)) 

[]ク[7 ! li'少 'j~l: 不良

51 j不 岐部 ナデ 4.8 i支 tj~ì1音色 (7.5YR8/4) ナデ ロク口 砂粒 fLH 

52 j不 底部 ナデ 4.0 I i封印色(7.5YR8/6) ナデ ロク lコ 砂粒 良好

53 
j川f;; 

応部 ナデ 4.8 ìHf~~色 (5YR8/4) ナデ ì;j~1笠色 15YR8/4) ロクロ 砂粒 HJ子
54 )氏自; ナデ 5.0 J笠i:2，(5YR6/6) ナデ 椛色 (5YR7/6J ロク口 砂粒 iミ好

55 jィ; Jr支部 ナデ 4.8 i支廿てそ色 (7.5YR8/6) ナデ 指色 (5YR7/6) ロク!コ {沙ね: 良好

56 :1+ JU;古1I ナデ 5.0 

続に浅ぷ包黄い椛(7位色5色

ナデ i支fi'!~*I i:2， (7.5YR8/4) ロクロ {沙粒 良好

57 jィ; h主音11 ナデ 5.2 ナデ にぶい桜色 (5YR7/4) ロクロ 砂粒 好

58 ]1; 底部 ナデ 4.4 ナデ i支 tl~!1~t色 (7.5YR8/4) ロクロ {沙粒

59 J不 !良部 ナデ 4.9 にぶし、jff色(7.5YR7/山 ナデ にぶし、 (7.5YR7/4) ロクロ 砂N:

60 111m; ナデ 5.5 
)浅Jd泣IH1品色ful(710.5YYRR58//24)) 

ナデ i支f!;iili色(10YR8/4) ロクロ 砂粒 司~1'.1:. 

61 J不 J1i:{fli ナデ 4.8 ナデ i主 ~Hti主色 (7.5YR8/4) ロクロ 1i'bi'ii: 
良良好好

62 Jィ; 崎市: ナデ 4.7 i立tl11音色(7.5YR8/3) ナデ 灰 l~j 色 (7.5YR8/2) ロクロ 砂î~'(

(1 Ifι)立j壬、 ~ift~~はじrn)

3 遺構外出土土師器観察表(1 ) 
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第 2負担 造的:外;'l日二;iill物

I ~器物表芸 県干干え 石孝T:i.妄Rイ11 出百三間勤 i存堪 肉百合言問 」拭荷量関誌 札荷台雲間 E官干干三 日会一ト 'hi主防

63 |不 底部 ::J.J ;~並立十立色 (7.5YR8/6) ナデ i主lti-，HIむ(7.5YR8/1) J:]クロ 砂町i生 良好

f1L! [j干: JjltH¥ 十ヂ

民械i主褐l色tî~!1色〔i7Z色(55YY(7RR57 ，Y//62R)) 8/6) 

十ヂ

特法浅苗色黄特綜(7色色5Y((71R507YY/6iRt)85/45) ) 

メ 良好

65 j不 J託t[i 寸デ 4.8 ;Lニ'1二f ロクロ lÍ'Þ1:.~ 良好

66 :1+ }Jl: Î~il\ ナデ :1.9 ナデ LlクlJ {ゆ[:il: 良川:

67 底部 ナデ 4.0 以内色 (7.5YI~8/2) ナデ

淡ii主E本黄品笹指位色色色({(271055YYYRRR8t7t/βf3u) ) 

ロクロ 砂粒 子iミ

bo 土F j式ト~frj 4.0 校色 (5YJ¥7/6) ナデ ロクロ

1i'少1Gi:
良lミ好好

69 jヰ; l支部 日)デ 6.2 

1P浅仁に宣4ぶぶ黄1色斗いい色t(5T革棺色(Y[1f色E0(T1Y7包(0/5R6YY()71RR/0lN7Y) H3R1 ) 町11)

十デ ロヲロ

70 J不 )主音1¥ ナデ ぷ1.4 ナデ 佳色(5YR7/引 [lケ口 砂粒 良好

71 j不 ほ音1¥ ナデ 11.6 ナデ 色(7.5YR7/6) ク
砂砂粒粒

.BtlH' 
72 11記吉[i ナデ 5.0 ナデ lぶl 、特色(5YR7/!J) ~7 良好

73 民主1¥ 5.1 ナデ J ぶ1 中毛色 (7.5YR5/3i ロクロ 砂粒 良好

7/1 .1不 !良部 ナデ 5.8 i美黄特色 (7.5YR8/3) 寸デ j支 Êj~ft~t 色 (7.5YR8/3) ロケロ lij;'[吠 j主好
許Iー】- j不 成音1¥ ナデ 5.8 {音色 (7.5YR7/6) 7デ 位色 (7.5YR7/6) ロクロ ii'州生 良好

76 JF 底音[i 寸二千J 5.0 15色(2.5YR7/6) 十デ 1笠色 (2.5YR7/6) ロク 1ゴ 砂粒 良好

77 t+ 底部 十デ 5.1 1宣色 (5YR7/6J ナデ i主主T特色 (7.5YRS/3) ケrJ 砂 良立子

78 IィJ 底部 サデ 5.2 I 1歪色 (5YR7/6) ナデ j刻笠色 (5YR8/4) ロクロ 砂粒 良好

79 Jf 底部 ナデ 4.8 にぶいNi登色(10YR6/4J 指色(7.5YR7/6J ! ロクロ {ゆ1主 良好

80 J;(: 底音[i ナデ 6.2 i主l吉松色 (7.5YR8/6) 7デ、 間 (7.5YR7

81 拝;

底IJ'長部部
ひ5.~円4 FJ(~i't till 色 (10YR6/2) FT  にぶい黄1笠色 (10YR7/2) I ロクロ [別立|不良

~，) T 5.4 灰白色(lOYR8/2) T j疋白色(lOYE8/2J ロクロ 砂粒 良肝

83 j二{; !在百[1 十子、
J.D i支N-;i音色(7.5YE8/3) ナデ 1 浅黄時 ロクロ jij;1';f. j主好

84 .q不、 底!主部古1¥ →一 5.2 !天褐色(7.5YR6/2) ナデ にぷい褐i色(7.5YR6/3) ロクロ i 砂î:l~r: 良好

85 5.6 I i支抗措色 (10YR8/3J ナデ ~交 :ð!!~;~~色(10YE8/3l | ロケロ I ii'!;i'立 i良好

n円 6 底部 ザデ 4.5 灰白色(2.5Y8/3) ナデ にぶL寸を色 (5YE7/3) ロクロ 別立|良好

87 }I_(音11 ナヂ 4.9 
灰浅草白十色音色(10(7Y.5RY8/Rl8) /4) 

TT  ;~f削音色 (7.5YR8/4) ロケロ 砂fi!. 良なf

88 lr 底部 十デ ナデ j支fil控色(7.5YE8!4) ロクロ I /I少粒 良好

お9 i土{;| 底部 i ナデ /1お 1笠色 (7.5YR7/引 ナデ 持~(7.5YR8/6) i ロクロ |砂粒|良好

90 底部 ナデ L}.8 ぢL色(7.5YR7/6J ナデ 桂包 (7.5YR7/6) ロクロ 砂粒 良好

91 士不 j高音[1 ナデ 4.4 特色 (7.5YR7/6) | ナデ i交黄1登色(7.5YR8/4) ロクロ 砂粒 良好

92 1不 !点剖; ナデ 4.0 桜色 (7.5YR7/6J ナデ にぶい結色 (7.5YR7/4J ロクロ 砂tiJ: 良好

93 杯 I J氏自il | ナデ 4.6 (こぶしミ色(7.5YR7/4) ナデ | にぶい棺色(7.5YR6/4) ロクロ 11沙粒|良好

94 底部 ナデ 5.2 にぶい桂色 (7.5YR6/4) ナデ ;支黄桂色 (7.5YR8/4) l ロクロ 砂粒 良好

95 何ド !良部 ナデ I 6.5 I i主黄特色(lOYR8/3) ナデ i支黄1景色(lOYR8/3) ロクロ {沙粒 良好

96 上不 底部 ! ナデ 4.3 位色 (5YR7/6) ナデ 位色(5YR7/6) ロクロ 砂粒 良好

97 I 1不 !高部 | 十デ 5.5 J1~t，品色 (7.5YR6/2) ナデ にぶし寸登色 (7.5YR6/4) ロクロ 1 砂粒 良好

98 j不|酎1¥ ナデ 4.6 i 控包(5YR6/6) ナデ 灰黄褐色(lOYR5/2)

99 底部 ナデ 5.0 )天白色(10YR8/2) ナデ i支黄痘色 (7.5YR8/3) ロクロ 砂粒 良好

100 土不
!底在百部11 

ナ 4‘7 控色 (2.5YR7/G) ナデ 桂色 (5YR7/G) ロクロ !砂粒|良好

101 うテ、 4.3 j炎1霊色 (5YR8/4J ナデ iß~桜色 (5YR8!4) ロクロ 砂粒 良好

102 J:F 底部 ナデ 5.6 にぶv'r~)色 (7.5YR5/3) 十デ にぶい褐色(7.5YR7/4) ロクロ |小口 良好

103 j司、 底部 ナデ 5.9 にぶい椅色 (7.5YR6/4) すデ | にぶし暗色 (7.5YR6/4) ロクロ 砂粒 良好

104 材: 底部 ナデ 6.2 色(5YRG/6) ナデ 積色(5YR7/6) ロクロ |砂粒 良好

105 勾: 底部 アι ア、 5.i ウ [!切さ ナデ ;支黄桂色(10YR8/3) ロクロ 砂粒|良好

106 
j勾不: 底j長部部

ナデ 5.0 
1i笠主黄色棺(5色YR(76./56Y)R8/4) 

ナデ 仁ふ;サ色 (7.5YR7/4) ロクロ 砂粒|良好

107 ナデ 4.5 う {萱色(5YR6/6) ロクロ 砂粒司、良

108 勾、 i J段古r; i ナデ 6..'1 指1色(5YR7/6J ナテ、 笹色 (5YI¥7/6J ロクロ
砂砂粒粒 良良好好

109 勾; !まiI[i ナデ 5.0 笹色 (5YR7/6i ナデ 浅黄色 (10YR8/4) ロクロ

110 !氏吉[1 ナテ 7.0 灰色 17.5Y!I/い 十デ 法黄色(2.5Y7/3.i ロクロ 砂粒 不良

111 応部 十デ 7.2 掲1:':1色(7.5YR4/l) アア にふ辺、1笠色(7.5YR6/4) 口クロ {沙 良好

112 iィ;
底底部部

寸デ 5.o 
I什付黒~l~ ナデ にぶいtli1む(5YR7/4) ロクロ |砂粒 良好

113 J不 ナデ 5.0 ナデ 黄鐙色(lOYR8/6) ロクロ 砂粒 良好

114 Jil部 ナデ 4.2 i支 llyt~t色 (7.5YR8/6) ナデ 1音色(5YR7/G) ロクロ 砂粒 良好

115 j号、 底音1I ナデ 4.2 浅黄色(7.5YR8/4) ナデ 浅rjl~i景色 (7.5YR8!4) ロクロ 砂粒 良好

116 J不 底部 ナデ 4.2 灰褐色 (5YR5/2)

Tデ Jli-灰控にλ褐色山色(、5指Y(5色RY7(R/565Y)/2R) 7 

ロクロ 砂粒 良好

117 j不 底部 ナデ 4.9 にふJし、続色 (5YR7/4) ナデ /4) ロクロ 砂粒 l'J.H 
118 j不 jま音11 ナデ 3.8 d訂i引笠色 (7.5YR8/引 ナデ ロクロ 砂粒 良好

119 j不 底部 ナデ 4.5 i支ti!t控色 (7.5YE8/4) ナデ 定rl~ti登色 (7.5YR8/3) ロクロ 砂粒 不良

120 j司、 正支部 ナデ 4.6 にふ;し、1景色(5YR7/4) ナデ 指色 (5YR7/6) ロクロ 砂粒 良好

121 j不 底部 づデ 3.6 位l.0， (5YR7/8) ナデ 校色(5YR7/8) ロクロ 砂粒 不良

122 j不 底部 ナデ 5.0 浅首位色 (10YR8/3) ナデ にぶし叶笠色 (7.5YR7/4) ロクロ 砂粒 良好

123 J不 底部 ナデ 4.8 i刻音色 (5YR8/4) ナテ isH1t色(5YR8/4) ロクロ 砂粒 不jミ

124 j不 !おtli 5.8 桜色 (7.5YR7/6) ナデ 指色(5YR7/8) ロクロ {沙粒 不良

125 底部 7.1 ナデ にぶし寸'ti笠色(lOYR7/3) ロクロ {沙粒 良好

()iま?王はCIii)

第ヰ表 遺構外出土土師器観察表(2 ) 
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遺物番勺器形残存部位 i人j面調整 内函色詞 タト面調韮 外E急調 成形 日告土 i完成

126 琵 11紋部 ナデ 黒色 (5YR1.7/l) Fk赤色 (2.5YR5/2J I )1:ロク 13 砂'1:t 良好

主主 ICJ蒜部 笠lt主こ4担世2 し的、2制色色 β"¥6-}β) 戊黄褐色 .5YRS/，1) )トロク口 小石 良好
斐 lld訪日ナデ 間(

129 琵 l…!緑音11 - ! にぷい股色 (5YR7/4i 1)11ロケロ 砂位 不良

130 主主 liWr; 汁 に内

1::11 先 仁i続的il iむ

132 翌 日制: ナデ 凶作:色 (7.5YR8/6) ナデ にぶい;1fE色 (5YRi/ 二ロクロ 砂和 良好

133 翌 日l日!出報縁部部 暗倒明灰貰些褐色色 桁 色 町7削 | 非ロケロ /川|不良
134 琵 ナデ にぶい特色 (7.5YR7/3l 非ロクロ小石良好

135 3E ー にj主ぶ語いB黄(5綬Y色R8(/140)YR7//1) Jゴ|1ミ2 クロ 1砂沙粒粒 不良好良

1.36 斐謹琵 口縁部ヘフテデ浅世相色 (7.5YR8J'4) Jーァ ク

137 仁川表部 ナデ 褐灰色 (7.5YR4/1)ナデ にぶい褐色 (7.5YR5/3) 非ロクロ 砂l'i1 良好

138 1 1 Ll耐1r; 笠i主主黄;1(7色.5Y(7R.57Y/6R) iむi地色 (10YR8/3) l j|ミロクロ 砂粒 不良

139 15  [|綜古1; 8/3 ) にぶL叶青色 (7.5YR7/3i 1)|ミロケロ {i'少粒 iミ I~:jと

川|笠|円嗣ii 浅民地(10YRS凶 制笹山 5YR8/3) 非ロクロ 附砂郁2粒lC

i

!: 州

141 斐 仁I出 1I サデ| 掲灰色 (7.5YR6!l) ナデ 持にぶ色い(5褐Y色 非ロクロ 不良好良

142 斐 11結部 i 棺色 (7.5YR7/6) 非 ク ロ

143 斐 口総音1¥ 1 i長賞椋色 (7.5YR8/6) 一 控色 (5YR7/6) I )12ロクロ 小石良好

144 翌 日結音11 灰白色 (10YR8/2) にぶし i黄控色(lOYR7/3) 非ロクロ 砂粒 不良

145 宝E U「!縁示室部部 氏浅黄内色桜色(10(1Y0RY7R/l8)/3) ナデ にぶ!ミtfí~色 (5YR7/4) 非ロクロ 小石 不良

146 J歪r己 i ー にぶい:IiT控色 (10YR7/3) 非ロクロ 砂粒|良好

147 'Jf~ I I 1制 1I I - I i主 主将色にi浅こ長ぶぶ黄前しい花信3ん白色色宣色色 引4) ゴ非非~Iドロロロロ クククク ロ口ロロ 砂砂b砂r粒f粒粒生 IL艮好なA子j I 148 j!と| 口紋if11 にぶい問問(10YR7/4) 

149 斐 口松部 l浅こぶ黄い信控色色(7(.7)
150 斐 [141音11

151 套 LI縁部 ナデ 褐灰色 (7.5YR6!l) ナデ 出版色 (7.5YR4/l) I )|ミロクロ lノトモi 不良

152 斐 11縁部一I 一戊浅黄黄楕/箆色色 ((77..55YYRR8 - i主主計登色 (7.5YR8/6) I cJ|二ロクロ |砂粒 不良

153 斐 Ll誌音|) i:Jdt;t¥ig，_ (7.5YR8/4) 笹色 (5YR7/6) I )l三日クロ |小石 不良

154 斐 口縁部 ナデ 桔色 (5YR7/6) ナデ 控色 (7.5YR7/6) 1 )12ロクロ 小石不良

155 翌 l二l松吉1Il !天白色 (10YR8/2) ー にぶし寸者十支色 (10YR7/2) 非ロクロ 小'1fl 不良

156 斐 11持部 浅黄粒色 (7.5YR8/3) 一 浅黄笹色 (7.5YR8/.3) 非ロクロ 小石不良

157 5E 口縁部 桜色 (2.5YR6/6) 控色 (2.5YR6/6) 非ロクロ i小石 不良

158 斐 ||縁部 一 淡桜色 (5YR8/4) j浅射黄音J色色 非)1，ロロ クロ 小石 不良

159 琵口紋部 にぶい桂色 (7.5YR7/4) ー クロ小石イ¥良

160 琵 l 仁l縁部 I - 浅黄桜色 (10YR8/4) にぶい黄枝色 (10YR7//!) 非ロクロ 砂粒 良好

161 斐 11特音11 ヘラナデ にぶい桂色 (7.5YR7/3) ー にぶL寸登色 (7.5YR7/4) 非ロクロ 砂粒 良好

162 莞 口綾部 淡桔色 (5YR8/3) にぶい燈包 (7.5YR7/4) 非ロクロ|小石 良好

163 査 l 口縁部 浅黄特色川.5YR8/3) ー にぶい燈色 (5YR7/4) 非ロクロ 砂粒 良好

164 琵 口持部 l iMけを色 (7.5YR8//1) にぶい控邑 (5YR7/4) 非ロクロ 砂粒 良好

165 主主 口給部 ー にぶ1 ミイ按色色 ナデ にぶい様色 (7.5YR7/4) 非)1ミクロ 砂粒 良好

166 弓尭笠Aヨ号ム [J縁部 ;ぶ ナデ にぶい控色 (7.5YR7/4) クロ 1別立良好

167 仁川杭1I にぶい亦褐色 (5YR5/3) 枝色 (5YR7/6) I )11ロクロ 砂砂粒粒 良好

168 1 5Je I r l縁部 にぶしミ特色 (7.5YR7/4) 控色 (5YR7/6) 1 )|ミロクロ 良好

169 翠 11持、部 浅j!i21受色 (7.5YR8/4) }:K2 出色(l()YR4/2) 非ロクロ砂*，f j主1;.1

170 斐 1I~;対日 | にぶい褐色 (7.5YR7/.i) にぶい褐色 (7.5YR7/.3) 非ロクロ 砂粒 不良

171 発 口絃音11 にぶしサ笠色 (7.5YR7/4) 淡赤経色 (2.5YR7/4) 非ロクロ 砂粒 良好

172 !琵 !?l持部 ナデ にぶい桂色 (7.5YR7/3) ナデ 戊黄信色 (7.5YI¥8/:幻 非ロクロ|小hfli1i-

173 葺 ll糊 盟浅に.J~V桜担'1~色J可旦YR8/4) ___ 淵帥(7.5YR8/3) 非ロクロ同附
174 莞 仁川ま部 ナデ i支黄枝色 (7.5YRS/L1J 1)lzロクロ ノトイ=1 Jl~t 

175 斐斐 11持部 にぶい特色 (7.5YR7/4) 非ロクロ|(J~列立良好

176 !こi縁部 にぶい控色 17.5YR7/4) にぶしイ'1'立笠色色 ((77..55YYRR77//44)) 非ロクロ 砂粒 良好

177 莞 i 仁iNTii !ソザ色 (7.5YR8/3) にぶし 非 ロ ク ロ 小 石 不 良

178 斐 仁i縁部 ナデ 樟色 (7.5YR7!l) 一 桜色 (7.5YR7!l) 非ロクロ 小石不良

179 斐 仁i紘音11 浅2j't1笠色 (7.5YR8/4) ナデ 浅Ij24登色 (7.5YR8!4) 非ロクロ 小石良好

180 翌 日縁部 にぶい1登色 (7.5YR7/4) ー にぶい桂色 (7.5Y2¥7/4) ゴ12ロクロ 砂粒良好

181 笠 口縁部 絞色 (5YR7/6) ナデ 捺色 (5YR7/6) 非ロクロ 砂粒良好

182 発 仁!絃音11 ナデ 浅黄指色 (7.5YR8/4) ナデ 浅黄指色 (7.5YR8/3) 非ロクロ 小石良好

183 1 口縁部 ナデ 燈色 (5YR6/6) サデ 浅1j't1景色 (7.5YR8/4) 非ロクロ 砂粒良好

184 護 口縁音11 i支141登色 (7.5YR8/6) 控色 (5YR6/6) 非ロクロ 砂粒 良好

185 5窓 口縁部 ナデ にぶい柱部 (7.5YR7/4) ナデ にぶい桜色 (7.5Y1<6/4) 非ロクロ 砂粒 良好

186 禁 日誌i?11 i支II5jft色(10YR8/4) 浅草't1笠色 (7.5YR8/4) 非ロクロ 砂粒 良好

187 琵 I~I 松吉|; 戊黄指定L(7.5YR8/6) i紅124Ef色 (7.5YR8/6) 1;)12ロクロ 小石 不良

188 翌 日誌音[i ナデ 椛色 (5YR7/6) ナテ 経包 (5YR7/6) 非ロクロ 砂粒良好

189 琵 口出1Iイ 浅II地色 (7.5YR8/4) 淵続色 (7.5YR8/4) 1;)13ロクロ 小石不良

190 I I仁l将:音1I I 'ì~ltll'I特色 (7.5YR8/4J 浅r11.~笠色 (7.5YR8/4) 非ロクロ 小石 不良

第 5表選構外出土土師器観察表(3 ) 
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205 

206 

207 

208 

209 

237 

238 

240 

241 

242 

244 

246 

254 

255 

256 

257 iWI，) 仁l紋古11

258 1 ;]:B¥; 1 部

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

武者t色(lOYR8/6j

にぶい椅色 (7.5YR7/4)

淡佐色 (5YR8/4)

j炎控色 (5YR8/4)

にぶし、桜色 (5YR6/4)

にぶい桂色 (5YR6/3)

浅黄信色 (7.5YR8!4)
にぶいずjミ氾色 (5YR5/3)

j制限 (5YR8/4)

椋色 (5YR7/6)

i支企11桔色 (7.5YR8/4)

にぶい間色 (7.5YR5/3)

ナデ

ナデ

タタキ I~I

タタキ目

タタキ日

夕タキ日

夕タキ日

夕タキ日

夕タキ日

夕タキ Ifl
ナデ

ナデ

!子 .::y

J管色 (7.5YR7/6)

i支黄桜色 (7.5YR8/6)

にぶい桜色 (7.5YR7/4)

にぶい指邑 (5YR7/4)

にぶしイ笠色 (5YR7/4)

にぶい桂色 (5YR7/4)

殺色 (5YR7/6)

にぶいfl~i笠色(l OYR6/4)
脱色 (5YR6/6)

にぶい褐色 (7.5YR6/3)

控色(5YR6/6)

i支黄段色 (7.5YR8/4)

明赤褐色 (2.5YR5/6)

淡j虫色 (5YR8/4)

にぶいt設住 (5YR7/4)

にぷしイ音色 .5YR7/わ

S表 選構外出土土師器観察表(4 ) 
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第 2節 遺構タト J=I~J土造物

ロクロ

ロクロ

小石!不良

川~~f~子

! f1zf，a. 
砂粒什~~H

li'歩~'il: 良好

配少粒 良虫干

砂粒 j 良好

小石!良好

小石 良好

小石 良好

i沙粒 I~l~子

砂粒 l:lft子
小石 良好

ノトイヲ 良好

砂粒 良好

iiþ~~!: 良好

i砂粒 j良好
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第51図遺構外出土遺物(9 ) 
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第 4章

完]l'~ ナデ

完形 ナデ

仁l縁部! ナデ

底部 | ナデ

底部 | ナデ

底部 | ナデ

ヨ~ 1 [1綾部 1 .ナデ

尭 11二i縁部|す也デ

莞 I[階部|ナデ

主主 11二Iff;対1)I 也デ
斐 I 1::-1縁音111 司デ

翠 I 縁部 ナデ

充 1縁部 ナデ

莞 司法部 ナデ

斐 I1二Ii]安部 I -]デ

JAlN4/) 
オリーブ!五

1i'l灰12.5GY6/1)
)氏自 (5Y7/2) 
!J(I当(5Y7/1)
灰 (N4/)
にぶい声lilt(l OYR7 /3) 
11奇総)氏(lOGY4/1)
オリーブ灰 (2.5GY6/1)

灰 (5Y4/1l
灰白 (7.5Y7/l)
ii音オリーブj疋(2.5GY4/1) 

11奇背!ぷ (5BG4/1) 

UdN6/) 
灰白 (N8/)
j天(N6/)

同
一
日
一

ω一
日
一
臼
一
日
一
山
山
一
日
一

ω一訂一
ω山一

ω一
同
一
円
一
口
一
口

灰白 (5Y8/2)
灰 (7.5Y5/1) 

灰l1f1二 (2.5Y7/2)
灰貨掲 (lOYR6/2)
にぶい黄1fl(lOYR7/2)

灰(7.5Y5/l)
民 (7.5Y5/1) 

青)天 (lOBG5/1)
灰白 (N8/)
灰(7.5Y5/1) 

J*I'] (5Y8/2) 
オリーブ黒(5Y3/2)
灰貨掲 (lOYR6/2)
!;J( (7.5Y5/1) 
青灰(lOBG5/1)

デ
一
一
ア
一
一
ア
一
デ
一
デ
一
デ
コ
ア
一
一
ア
コ
ア
一
一
ア
コ
ア
一
~
ア
一
デ

ナ
一
ナ
一
ナ
一
ナ
一
ナ
一
ナ
一
ナ
一
ナ
一
ナ
一
ナ
一
ナ
一
十
一
ナ

灰 (7.5Y6/1)
灰 (7.5Y6/l) 

灰 (N5/)
オリーブ県(7.5Y3/2)

灰 (N6/)
灰褐(

!沢 (N7/)
黄 i"~J (2.5γ日/3) 
11青青i氏(lOBG4/l) 

灰黄 (2.5Y7/2l
以内 (7.SY7/2i
灰 (5Y7/2)

(2.5Y7/2) 
!?ミ白 (5Y8/2)
!天|ヨ (N8/)
灰 I~l (5Y8/2) 
!天黄禍 (lOYR6/2)
にぶし寸!'i1l'1(lOYR7/2) 
灰 (7.5Y5/l)
)天 I~l (5Y8/2) 
灰 (7.5Y5/1)
J)( (5Y6/1) 

灰 (7.5Y5/l)
灰白 (N8/)
にぶいflけ(lOYR7/2) 
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第 2 節遺構外í~~i土遺物

:λ書'"三長f.何'ノJ羽丘泊毛 c二.， 1器E形1!1残存弔部「位lタタト語タ調キ整U 
bl古傷号閉

汁"コ可百i且拐J雪01印"J志ZE42 1 内古色誤 凡dゐそ工JEi4 y 口日i口A四ーよし司 中泊止U工nx:;件

74 オ1)-フ'}j(_(5G Y5/l) イデゴ オリーブ灰 (2.5GY6/l) ゴ|三ロクロ 砂粒 良好
75 泡 1q:;"s タタキ|司 }火 (7.5Y4/l) 

トi民チi、f貰自 ゴゴド!三ロロ クク ロロ 砂砂粒粒 良良好好
76 二1応1 体部

夕タタタキキ日|二i 灰灰((N7. 65/Y) 7/2 十ナデデ
11 ミ3花IlニZ f本音1¥ ゴドロクロ 砂粒 良好
78 I :;lf~ 体育11 タタキiヨ オリーブJJd1 OY 4/2) ナデ 灰オリーブ(5Y6/2) ゴ1::ロクロ [沙*i!: 良好
79 Jユ4己 体音[1 タタキ日 オリーブ灰 (2.5GY5/l) ナデ オリーブ!氏 (2.5GY5/l) ~Iミロクロ {沙1~!: 良好
80 五」心Ij， 休部 タタキ日 灰J!!'t(2.5GY6/2) ナデ 灰 I~] (5Y7/l) ゴトロクロ 砂粒 不良

81 己 f本音[1 タタキ I~I 灰 I~I (2.5GY8/l) ナデ !疋CI(2.5GY8/l) ゴドロクロ 砂粒 良好
82 ヨ:O;U乙E 体1~:r~ タタキ目 })ミ (7.5GY6/l) ナデ

灰灰 非I~ ロロククロロ 小砂粒石
良好

83 五二2じE 体音1¥ タタキ目 !パ(5Y6/l) ナデ l 良好
84 五よiし正 体部 |タタキ日 灰(7.5Y5/l) づデ 青灰 (10BG5/l) ;:)1::ロクロ 砂粒 良好

85 二己 休部 タタキ日 灰 (N6/) うデ 灰(N6/) 非ロクロ 砂粒 良好

86 五乙 体育11 タタキ目 )天白 (N5/) ナデ 灰白 (N7/) ::)1::ロクロ 砂粒 良好

87 五 f本音1¥ タタキ 1] にぶい1M~(5YR5/3) ナデ にふ;しミ掲げ.5YR5/3) 非ロクロ 砂粒 不良

88 じ 体吉11 タタキiヨ 灰 (N6/) ナデ 汐ミ白 (7.5Y7/l) ::)1"ロクロ 砂粒 良1妊
89 ヲE 体背11 タタキ日 !疋 (7.5Y5/1) ナデ 灰白 (7.5Y7/l) 非ロクロ 小石 良好

90 二よ己 f本音11 タタキ@ 灰 (N6/) ナデ
!版天 :、NN66//) ) 

非ロクロ 小石 良好

99992 3 4 1 

ムみ!~長 体古11 タタキ!こ11 H音*iJdA(10GY/l/l) ナデ ゴドロクロ 砂粒 良好

「ヨ査ん3RJF E b E S 

{本音11 タタキ日 ):正 (N5/j
イすjト亨デT J 灰凶!火山白白

;:)1"口ク口 砂粒 民間

体音1¥ タタキ目 にぶし、古引宣(lOYR7/2) 非ゴI~ ロロ クク 1ロ3 砂砂粒粒 7良良、女相E j 体音1I タタキ IjI 
灰灰

底部 タタキ I~I すテ、 灰(N6/) l非ロクロ 小石
南部 | ナデ

主オ緑総2リ灰版2((ブ灰 (YY256叩5//1IGYf6G1/l])) 

ナデ
灰i珂オ内リ(Nー7ブ

ロクロ {i予;j立 主i

97 i査 底部 ヘフナデ| ナデ ロクロ 砂粒 良好

98 
ニ3HE1t1 マ:f ・ 底底部部

ナデ 十デ )氏自 (7.5Y7/1)
砂砂粒粒 良良好好

ナナデデ
ートヂ 灰白 (N7/)

，土U~i 底部
灰灰白(7(.55YY68//ll 

ノヘ 7ナラJデナアデデ
灰灰1(17 (.55 Yy 6a// ll ) ) 

ロケロ 小石 良好
底部 i ナデ ロクロ if少粒 良好

102 笠ゴEゴ l二l縁部 ナデ 緑灰 (10GY5/l) オリーブ灰(2.5GY6/l) ロクロ ii別立 良好
査 仁川三部 ナデ i 灰(N5/) 青灰(lOBG6/l) ロクロ 砂砂粒'1生 良良立友

104 奇 体音11 ナデ 灰 (N4/) ナデ 緑灰(10GY5/l) ロクロ

105 土:g可;-~: f本音[5 ナデ 灰(N5/) ナデ 灰 (N5/) ロクロ 小石
f良

106 ア-ニ"寸a二. 11絃音[; ナデ Ilij:)天(N3/l ナデ
灰灰白白

ロクロ )砂粒
ア'iiマ8プ. 主主音[j ナデ | 日音青灰(5B4/l) ナデ ロクロ 砂粒 良好
査|口結音[i ナデ 時灰(N3/) ナデ 灰(N6/) ロクロ I {i予粒 良好

109 査 イ本音11 ナデ 灰白 (N7/) ナデ 灰(N6/) ロクロ 砂粒 良好

110 
守宜づ-行"γ了a 底体音部[5 

ヘフナデ 灰l天 ナデ 灰茸 (2.5Y7/2) ロクロ I i昔、粒| 良好

111 ナデ サデ !天(N6/) ロク lゴ 砂粒 良好

112 1七~ iI 体在日 ナデ 緑灰 (10GY6/1) ナデ

灰椋M!大褐自日 但1) 

ロクロ
{{沙沙粒*な 良不好良

113 
1LE Z 体体体部部部

ヘ、、7ラララナナヂT ナデァデ

にぶし l~褐(l OYR5/3) ナデ ロクロ

114 
オ灰リ(Nー6フ

ナデ ロクロ 砂粒 良好

1 
ナデ ロクロ 砂粒 良好

!_i二IzZeuifz-Ez ゴf I i ・- 仁・う二 部fiJrfP F 灰にぷ(Nい5黄/)間(lUYI{G/3)
ナデ

!M仁!五火iぷ白し貰//)、5褐 β} 

ロクロ 砂粒 良好
11 τ( 

ナナデア
円:/ん門 、 ;J、:i] /寸1、一今i件:τL 

118 '~~( ，-，縁部 寸デ u首UdN3/)
口ロロ ククク ロロ口 砂砂iゆ粒粒粒 良良好j 1~i 体部

寸-・T 一デT 町伊

f夫(N6/) ナデ

TIi マ {本吉15
阪白

十ナ十7)トトデデデデデ ! 

灰n音灰ド
:~:! í~二百1;

ヴナナテフ戸

ロクロ lij;;j'!l: 良好

:!lJi 体主15 !長(N6/J ロクロ ii'j;;1'立 良好

123 '士-γG~_白 è・ 14ド音1; 灰 N6/) ロクク ロ 砂h少粒粒 良良好好

1 
'.1τ?JIj1za 2s主乞ιL ニzυ 句一 体(本音青i|i; 

ナデ

11灰l信出ぽ裂に…l) オ陥陪陪jリ収灰)火ーフフ五d///)} } 日10Y5ρ/f， ) 

i ロロ

十ナ十7デデデデ

ロケロ 砂粒| 良好

126 '1; ~( ・ 卜jc:音[5 十デ ロクロ l 小石 良好
τ"二二~: 付;:~~~ ナデ ロクロ 砂粒 IミIHI
~ 体奇1I すデ 青灰(10BG5!1) ロクロ 砂粒 良好128 お

''t f E E 体体部Mi ナナデデ 灰灰 ナナデデ
)ズ(N5/) | ロクロ !砂粒 良好

オリーブ灰(10Y5/2) ロクロ !砂;b!: 良好

131 ~:( 体者11 ナデ 灰 (N5/) ナデ 灰(7.5Y6/l) ロクロ 砂粒 良好

132 底部 ナデ 11奇青灰 (5B4/l) ナデ 緑よIH502/l) ロクロ 砂1~1: 良好

133 底部 ナデ 灰白 (7.5Y7/l) ナデ オリーブ)7ミ(10Y5/2) ロクロ {沙粒 良好

134 j不 底部 ナデ 灰(7.5Y6/l) ナデ 灰 (7.5Y6/l) ロクロ 1沙粒 良好

135 i千二 底部 ナデ 青灰(lOBG5/l) ナデ 11) ロクロ晴 良好

136 j不 底BlI ナデ jオ夫リ(ーN5ブ/色))天(lOY5/2) ナデ 灰白 (7.5Y7/l) ロクロ 良好

137 勾ド 底部 ナデ ナデ 灰(7.5Y6/l) ロクロ 砂l'立 良好

138 t(ミ !支部 ナデ 灰白 (7.5Y7/l) ナデ 灰 (7.5Y6/l) ロクロ 砂粒 良好
l千二 底部 ナデ );y;乙 (5Y6/l) ナデ 灰 (5Y6/1) ロクロ 砂粒 良好
l不 h1:音I1 ナデ (502/1 ナデ 緑黒(502/1) ロクロ 砂粒 良好

141 J不 仁l絃吉11 ナデ J:f(_ (7.5Y6/l) ナデ 11奇灰 (N3/) ロクロ 砂粒 良好
勾; 棺音11 ナデ j天(5Y6/1) ナデ 灰 (7.5Y6/1) ロクロ 砂1~!: 良好
J不 !こ!縁部 ナデ )五(7.5Y5/l ナデ 灰 (7.5Y6/1) ロクロ 砂粒 jミ好

144 筒 仁川主部 ナデ 11者育F((5B4/l) ナデ 11音二}天(5B4/1) ロクロ 砂101: f~~子
145 筒 日絃吉1I ナデ 灰白 (N7/) すデ 灰ド1(2.508/1) ロクロ {沙1'，1: fJ.ff 
146 m一一l一- ナデ 灰 (N5/) ナデ 灰 (N5/) ロクロ {似:古~ I 良好

第号表 選講外出土護憲器観察表(2 ) 
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第 4章

遺物番号 fゴてz室エ出奈良t 器類 部改 桔謂 飴土色調 Ji畦j同二'ラ記

l 珠洲系陶器 王ilt {本音15 灰色(7.5Y6/l)
つ ]来世11系陶器 こ主 {本音1¥ にぷL、黄椅色(lOYR7/2J

3 珠山|系陶器 五，L1U1ま 体育I1 褐灰色(lOYR6/l)

4 珠洲系陶器 霊 体下部 H音灰黄色(2.5Y5/2)

5 珠山i系陶器 よ，，1己J( 体下部 灰色(N6/)

6 珠洲系陶器 5J15ζ u 体音I1 灰白色(N7/)

7 珠山l系陶器 蓋 休部 灰色(N6/)

8 珠山l系向器 翠 体部 浅黄色 (2.5Y7/3)

9 珠洲系向25 2主1!ffむe 体部 黄灰色(2.5Y6/l)

10 珠山i系陶器 査 体下部 灰黄褐色 (N5/)

11 珠山l系陶器 蓋 体音11 灰黄色(2.5Y6/2)

12 珠山i系陶器 3こ主1s五 体部 灰白色 (N8/)

13 珠洲系陶器
霊護

体部 灰色(7.5Y7/l)

14 珠洲系陶器 体部 灰白色(7.5Y8/2)

15 珠山|系陶器 斐 体部 黄灰色 (2.5Y7/2)

16 珠山!系陶器
蓋斐

体部 黄灰色(2.5Y7/2)

17 | 珠洲系陶器 体吉11 黄灰色 (2.5Y6/l)

18 珠山lif，陶器 1ぷ!s 体 f部 灰色(7.5Y6/l)

19 珠洲系陶器 基E 体行~[) 灰 1~IE(N7/)

20 珠i1+1系閥器 ild 1~~ I~ 部 灰白色(N7/)

21 珠山i系陶器 翠 体下部 樟色(5YR7/6) 21・23は同一個体

LつJムつd 珠洲系陶器 蓋 休部 灰褐色(7.5YR5/2)

23 珠山l系悶器 発 体部 灰褐色 (7.5YR5/2)

24 日目前 播鉢 日縁部 浅黄桂色 (10YR8/3)

25 肥前 指鉢 口縁部 灰白色(lOYR8/2)

26 日自前 揺鉢 iコ縁音11 i支黄樺色 (10YR8/3)

27 肥前 J苦鉢 口縁部 褐灰色(lOYR3/1)

28 日目前 揺鉢 体部 赤黒色(7.5YR2/l)

29 肥前 揺鉢 f本音I1 褐色(2.5YR6/6)

30 DE:~リ 指針三 体部 ザIf;t笠色(lOR6/6i

31 )]l::前 措鉢 {本部 赤色(10R5/8)

32 )]~前 J雷鉢 体音11 にぶい赤色(7.5YR4/4)

33 肥前 J詰鉢 {件、音11 赤褐色(lOYR5/4)

34 珠洲系陶器 措鉢 口主主部 )j~褐色 (7.5YR5/2)

35 珠洲系陶器 播鉢 口j設音11 灰色(7.5Y6/l)

36 珠山、|系、|拘器 j雷鉢 仁U体1~，縁手部吉部E 
灰褐色(7.5YR5/2)

37 珠洲系陶器 HI1鉢 灰褐色(7.5YR5/2)

38 珠洲系陶時 措鉢 灰褐色 (7.5YR5/2)

39 珠洲系陶器 f需鉢 仁川宮部 灰褐色 (7.5YR5/2)

40 珠山l系陶器|暗鉢! [1縁部 灰掲色 (7.5YR5/2)

41 珠山、|系陶器 播鉢 体部 灰褐色(7.5YR5/2)

42 珠1J+I*陶r.!r 揺鉢 口誌~底部 灰褐色(7.5YR5/2)

43 青磁 五宛 [1縁部 ょ{クlj~ K:JニJ~ 灰白色 (N7/) 内面;笠弁文

44 青磁 研i 体部 やや透明な緑 )天白色(10Y7/1) 外開縞蓮弁文

45 青磁 凱
仁底川芸部部 jj9t灰~~言白l 

)天白色(7.5Y7/l) FI~ 四蓮弁丈、底部糸切痕

46 白石会、 1í~ß 灰白色(N7/)

青磁 移l 口縁部 灰緑 灰白色 (7.5Y7!l)

48 青磁 碗 仁川:ま部 やや透明な灰緑 灰白色 (7.5Y7/l) 内1111蓮弁文

49 肥前 碗 口3ま音11 青白 灰白色(7.5Y7/l)

50 月間I 1苑 口縁部 青緑 灰黄色(2.5Y7/2)

51 JJ~前 碗 IJ椋古II 灰白fu(2.5Y7/l)

52 !吾ì~ IIlL 仁l縁部 ポー 灰褐色(7.5YR4/2) 折k'まno.
53 肥前 石高 庭部 青白 灰白色 (7.5Y7/1) 内面IlI'iJ口 J 川

54 肥前 碗 日隷~底部 青白 灰白色 (N8/) 内田蛇目利1剥、高台内施和l

55 JJ~"M {苑 底部 河~;J~ 灰黄色 (2.5Y7/2) 内面蛇目利l剥

56 唐津 4宛 底部 }天褐 灰黄色 (2.5Y7/2) 内面蛇目手Jh剥、高台内砂付着

57 白磁 目先 底部 灰褐 灰白色(N7/) 内面蛇目紬剥

58 白磁 小Jm 口縁~底部 灰褐 灰白色(N7/) 内面蛇呂手Jfl剥

59 白磁 皿 底部 青13 灰白色 (N8/) 内面蛇i=HJfl剥、高台内施手JD

60 肥前 碗 底部 青1:':1 灰白色 (N8/) l今回蛇目前h剥

61 肥前 {腕 底部 青白 灰白色 (N8/) 内 ffií~r~目紬剥、高台内砂付着

62 唐津 打R 体部 T:J~ にぶい赤褐色 (2.5YR4/3) 二島手

63 麿ì~~ JUL 体部 !天 にぶい赤褐色 (2.5YR4/3) 三島手

64 JJ巴前 IIfL 口縁~底部 灰白 灰白色(N7/)
内聞蛇目手Jh剥、高台内施利l、

高台内砂付着

65 日担前 Jlll 口縁~底音11 灰白 灰白色 (N8/)
内閣蛇日制剥、高台内施tJlj、

高台内砂付着

第号表 遺構外出土橋磁器観察表
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第 2節遺構外出土遺物

十が43}主!中!ナーしたと完形で、出土したのは、 1 ~ 4・6・9・11~15 ・ 28 ・ 29 ・ 31 ~33 ・ 37~42 である

9は片側から穿孔されているが、貫通していない。 10は中央を貫通する孔の他に、側面からも穿孔されている

お .31・32は体部中央で、最大径を測る。 29は休部下半に箆状工具によるものと思われるケズリが施されている。

孔の大きさは 3~21mmで、休部の最大径に比例して大きくなる傾向が見られる。完形で出土した24点の重さは、

2.4 ~98. 5gで、ある。

石器(第65~68図・第11表)

A.B区間の沢から多く出土した。石鍛・石錐'1]匙・ -スクレイパー・!器製石斧がある。その出土

点数は完形のものと欠損したものを合わせて53点である。また、剥片、砕片がコンテナ(規格54cmX34cm X 

9.5cm)で3箱分出土した。

石鍛(第65図 1~ 17) : 17点出土した。基部の形態から 3種類に分けられた。 1~ 5 は基部が扶れて ~I状

を呈する出基無茎倣、 6~11は基部が平らである平基無茎鋭、 12~17は基部が凸状を呈する凸基有茎鍛である。

いずれも両国に押庄剥離が施されている。石質は 1が黒曜石、その他が頁岩である。

石箆(第651週間~23、第66図24~26) : 9点出土した。一端のが広くなり刃部を形成するもので、素材

の剥離面が片面や両面に残っているものがある。石質は頁岩で、ある。

石錐(第66図27~29) : 3点出土した。丸みのあるつまみ部と細く突き出た錐部からなる。錐部の断面形

は丸と三角形を呈している。つまみ部を欠損している。石質は29がメノウ、その他が頁岩である。

石匙(第66図30~36) : 7点出土した。つまみ部は素材剥片の末端側に作られている。また、両面ともに

素材の剥離面を大きく残している。石質は頁岩である。

スクレイパー(第67図、第68図49~52) : 16点出土した。素材剥片の側縁に細かい二次加工を施して、刃

部を作り出しているものである。石質は頁岩である。

麿製石斧(第68図53): 1点出土した。全面が研磨されており、断面形がほぼ偶丸方形を呈する定角

製お斧である。石質は緑色を呈する泥岩である。

石製品(第69. 701~ .第12表)

調査区全域から出土した。砂岩、泥岩を加工して研面を作り出した砥石である。両面を使用しているもの

がほとんどで、 1~4 、 12は側面も含めて 4 面を使用している。使用痕は非常に細いものが多い。また、研

しいことが特徴的である。

鉄製品(第71図・第12表)

釘 7点、鍋 4点、蹄鉄 1点が出土している。釘は|折面形が四角をしたものである。鍋のうち11は内耳をも

つものである。
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第64図 遺構外出土遺物 (22)j二製器
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第 4章
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14 5.1 灰白 ( 10YR8/2) 

14 5.7 浅黄樟色(lOYR8/3)

4 36 15 5.5 1笠色 (5YR6/6)

5 16 7.9 

6 35 14 

17 6.8 にぷし i削登 (lOYR7/3) 

8 浅黄桜色

9 34 )6) 

16 6.8 にぶし十 (7.5YR7/4)

33 9 (7.5YR7/6) 

12 32 13 4.5 浅黄程色(10YR8/4)

13 33 14 5.2 治 (5YR6/6)

14 32 14 4.6 灰白 (10YR8/2) 

15 tつ)LつJ 16 

16 浅

17 浅登 j/4 ) 

18 15 5.7 色(5YR6/4)

19 12 3.2 j登色 .5YR7/6)

20 16 4.2 にぶし a黄椅色(10YR7/3)

21 15 4.1 明赤褐色(5YR5/6)
つつ 16 6.1 にぶい黄桜色(lOYR7/4)

23 15 3.7 灰黄褐色(lOYR6/2)

24 16 3.4 にぶい黄樫色(lOYR7/3)

25 12 1.7 黄灰色(2.5Y6/1)

28 11 l 明赤褐色(5YR5/ら)

27 13 2 にぶい桂色(7.5YR6/4)

28 58 46 97.1 浅黄櫨色(10YR8/3)

29 36 36 38.8 樫色 ;/6) 

32 14.4 褐( ;/3) 

31 54 42 65.4 ~登色 (2.5YR6/8)

32 56 36 浅黄櫨色

33 52 48 98.5 にぶし i黄桜色(lOYR7/2)

34 50 33 18.8 )/6 ) 

35 28 11.3 I=Y=J黄褐色(lOYR7/6)

36 12.6 にぶい赤褐色(5YR5/4)

37 34 21 12.9 燈色(5YR6/6)

38 48 15 9.6 にぶい黄程色(lOYR7/3)

39 42 16 10 褐灰色(lOYR6/1)

40 40 14 7.1 経色 (5YR6/6)

41 42 15 5.5 灰白色(lOYR8/2)

42 43 16 9.7 明赤褐色(2.5YR5/6)

43 17 8.2 にぶい黄褐色(lOYR5/3)

第10表遺構外出土土製品(土鍾)観察表

84 



問。轟轟j
くこ〉 1 

〈ご〉

ζ 〉

-A-~ 

第 2節遺構外出土遺物

一-~A ~-~識
〈ニこ〉

議
騨
且
v
o
o

l

痛
報
習
日

九
パ
ハ
M
M
U
V

繍
鱗
輩
。
。

ハ
議
麟
蹴
ぜ

l

れ
れ
れ
れ
川
山

市
胤

A
組
問
C

A
翻
8

n

議
盟

3

A

地欄趨
7

A
醐闘。

ハ
織
醐
轡

6

ハ
議
関
四
四

〈二〉。

<=> 
18 

くここ〉

乙〉 21 く二>

第65図遺構外出土遺物

85 -

金 制金

ハ轟
V
V
G
O

A
V日

19 

20 

22 

ζ〉
23 

m
 

e
i
-
-

ro 



9E 

。

く____::::;> SE 

て=こ二二〉

く〉

-98-

(172)敏事寸用iLY損害国99第

〈ご二フ
Q vE 

ぷごコ

〈プ
σ 

てフ
o EE 

くフ

てフ。

て二〉

野2gω主主雄 主主 P議



一川一

乙二二〉

〈二〉

~ 

ζ二二〉

J f「
第 2節遺構外出i土遺物

くここ〉
38 /ヘ¥

39 

ζコ

くこ〉

ト l勺

遺構外I~B 十j宣物 (25)

円

ioo 

5cm 



第 4京調査の記録
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第 2節 遺 構 外l':J:Id二遺物

ユ、醤五昆寸j).必ん"ち::rrさ~τ~コ7 t見St口'i"工T芸塁t 民""又3_ノL¥m工EzEEz 局E手又聖一ノι¥出中活間 島時又塑-ノL¥-円f考F宮L 去友号主三主亙怠主主

Sl 石像 28 21.5 2.5 

S2 石~;ht 29.0 15.0 5.0 

S3 石倣 中つ 。円.5 5.5 

S4 イl'6;故 .0 5.0 ‘'コ} 

S5 イj鈷主 (18.0) 15.0 6.0 1.1 

S6 石j拡 (37.0) 14.0 5.5 2.3 

S7 石鍛 36.5 11.0 4.0 1.3 

S8 石J.ht 25.0 9.0 

S9 石i~lj'fi 25.0 15.0 3.0 0.6 

S10 石鍛 24.0 (14.5) 3.5 0.9 

Sl1 石鉱 9.0 12.0 2.5 0.6 

S12 壬d故 53.5 17.5 7.5 5.7 

S13 主i倣 (34.5) 13.0 5.5 2.0 

S14 石品主 (35.0) 16.5 5.5 2.8 

S15 石跡、 .0 .5 4.5 0.8 

S16 石倣 :3.0 .0 4.0 0.6 

S17 石鉱 (21.0) 12.0 3.0 0.4 

S18 石よ段12[ 93.0 43.5 18.5 75.3 

S19 石箆 38.5 11.0 33.9 

S20 石箆 ~8.5 14.5 28.2 

S21 石箆 7~円二 .5 ~7.5 14.0 27.1 

S22 モi箆 (67.0) 32白O 10.0 23.8 

S23 石箆 65.0 35.5 22.0 41.1 

S24 石箆 (60.0) (45.5) 33.7 

S25 石箆 (56.5) (38.0 ) 13.0 27.5 

S26 ;七箆 52.0 35.5 15.5 25.1 

S27 石錐 65.0 36.0 15.5 26.4 

S28 石錐 61.0 34.5 13.5 16.7 

S29 石錐 34.5 17.0 15.0 7.2 

S30 石匙 78.0 27.0 14.5 18.0 

S31 石匙 32.0 11β 17.3 

S32 石匙 43.0 7.0 11.7 

S33 石匙 57.0 24.0 10.5 13.7 

S34 石匙 (54.0) (26.5) 13.0 13.5 

S35 生i匙 (24.5) 8.0 10.6 

S36 石匙 (51.5) (36.0) 9.0 13.0 

S37 スクレイノ'¥- 86.0 48.0 19.5 67.0 

S38 スクレイノfー 62.0 31.5 12.0 18.1 

S39 スクレイパー 53.5 29.0 11.0 13.1 

S40 スクレイノ¥- 53.5 36.0 12.0 21.8 

S41 スクレイノ¥- 88.0 54.0 28.0 108.4 

S42 スクレイノ¥- 77ゥ.5 T 42.0 20.0 46.6 

S43 スクレイノfー 51.5 54.0 15.5 25.6 

S44 スクレイノfー 50.0 60.0 16.5 53.4 

S45 スクレイノ¥- 31.5 58.5 18.0 21.4 

S46 スクレイノfー 8.5 6.3 

S47 スクレイノfー 34.0 43.5 12.0 13.0 

S48 スクレイノ¥- 46.5 22.0 7.5 5.7 

S49 スクレイノ¥- 31.0 36.0 8.0 7.6 

S50 スクレイノ¥- 24.0 40.0 18.0 14.3 

S51 スクレイノ¥- 23.0 33.5 10.0 6.4 

S52 スクレイノf 32.0 20.0 6.0 3.8 

S53 102.0 43.0 22.0 153.6 

( )1付の数値は技存値

第11表遺構内出土石器計測表
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第 4草1: ~J品売の記録
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第71図 遺構外出土遺物 (29)鉄製品
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第 2節遺構外出土遺物

ュ蓋初奇号 最大長 最大幅 最大i享 撃さ

l 8 丸にj 44 35 156 

2 74 37 ムつJムつJ 64 

3 77 62 24 100 

4 56 38 23 46 

5 37 46 36 50 

6 30 29 40 

30 28 22 13 

8 133 69 56 646 

9 56 53 209 

10 

11 62 

12 71 77 28 159 

13 15 23 7 3 

14 34 38 29 

15 93 111 47 325 

16 62 81 29 123 

17 63 44 15 57 

18 39 36 26 18 

19 65 46 7 23 

20 48 34 33 75 

21 40 39 26 11 

22 28 34 15 11 

23 32 30 11 11 

24 48 35 6 9 

25 42 48 40 85 

26 42 32 61 1ユ1
27 74 49 52 100 

遺物番号 最大長 最大幅 最大摩 重さ

1 74 15 9 28 

2 68 8 15 

3 52 6 4 10 

4 49 12 9 17 

5 34 4 2 5 

6 18 4 2 2 

7 16 5 2 2 

8 6 48 

9 プ 34 

10 5 32 

11 6 69 

12 14 8 223 
(上が石製品、下が鉄製品)

(最大長、最大111臣、

第i2表 遺構内出土石製品@鉄製品計測表
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第 4章調査の記録
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工

f に{系る I-j甚忍、沢遺跡-j秋田県文化財調会 f再 11

1987 (昭和62)

会『一般国道7号八竜能代道路建設事業に係る 福πu 

年

f古墳時代の研究 5 生産と流通 IIj雄山関出版 1991 

-十二林遺跡一一j

松井和幸- 「鉄と 3 ) 

秋田県教育委員会『秋田外環状道路建設事業に係る

1992 (平成 4)年

日一待入血遺跡-j秋田県文化財調査
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第 l節 田谷地遺跡出土試料の放射性炭素年代測定@炭化材樹種同定

株式会社占環境研究所

1.放射性炭素年代測定

試料と方法

No. 試料 試料の種類 前処理・調整 測定法

SK005 炭化材 酸-7Jけ1}_酸洗浄 戸線ー計数法

ベンゼ、ン処理

つ SK014 炭化材 酸-7)j;tJl}ー酸洗浄 戸線ー計数法

ベンゼ、ン処理

3 SKI44-45 炭化材 酸司アルカリ同酸洗浄 戸線m計数法

ベンゼン処理

4 SKI44・45 炭化材 酸mアルカリー酸洗浄 戸線"計数法

ベンゼン処理

5 S 1 046 炭化材 酸-7ルカlJー酸洗j争 戸総時計数法

ベンゼン処理

6 S 1046 炭化材 酸ーアルカリー酸洗j争 戸線-計数法

ベンゼン処理

1) 1-1 C年代測定値

試料の1;1C/12 C比から、単純に現在 (1950年AD)から何年前 (BP)かを

は5，568年を用いた。

2 )δ13 C測定値

試料の測定14C/12C比を補正するための炭素安定同位体比 (13C/12 C)。この値は標準物質 (PD B) 

の向位体比からの千分偏差 (%0)で表す。

した値。 14Cの半減期

3 )補正14C年代値

δ1:1C測定値から試料の炭素の同位体分加を知り、 HC/i Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

同

hυ
ハ
吋
υ



第 5章 自然科学的分析

A i 麻布枠
てr J 11=ヨ I、4

過去の宇宙線強度の変動による 中HC濃度の変動を補正することにより、暦年代(西暦)を算出した日

具体的には年代既知の樹木年輪の l
ilCの詳細な測定値により、補正曲線を作成し、暦年代を算出した。ただし、

この補正は10ヲ000年BPより古い試料には適用できなし ¥0

測定結果

試料名 14 C年代 δ13 C 補正 14C年代暦年代 測定No

(年BP) (%0) (年BP) Beta-

No. 1 1，170土50 -26.3 1.150土50 交点 AD 890 101826 

2σAD 780 TO 1，000 

lσ i¥I) 865 TO 975 

トJo.2 lユ40土50 -26.3 1.080土50 交点 AD 985 101827 

2σAD 880 TO 1.030 

1σAD 905 TO 920 

AD 950 TO 1.010 

No. 3 780土60 -26.7 750土60 交点 AD1，275 101828 

2σAD 1，195 TO 1，310 

AD 1，355 TO 1，385 

lσAD 1.245 TO 1.295 

No. 4 950土50 世26.6 930土50 交点 AD1，0551，0901，150 101829 

2σAD 1.010 TO 1.225 

1σAD 1，030 TO 1，180 

No. 5 870土50 ω26.0 850土50 交点 AD1，215 101830 

2σAD 1.040 TO 1.275 

lσAD 1，170 TO 1，250 

No. 6 880土60 同27.2 840::1:60 交点 i¥I)1，220 101831 

2σAD 1，035 TO 1，285 

lσAD 1，170 TO 1，265 

( 2σ: 95% probability， 1σ: 68% probability) 
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ヌ 庶イ片付志~-精間信

試料

試料は、八竜町扇田谷地遺跡 SK05出土のNo1、SK14出土のNo2、SKI44・45出土のNo.7 ~ 9、SI 46 

出土のNo10、11の炭化材 7点である。

方法

試料は割折して新鮮な基本的三断面(木材の横断面、放射断面、接線断面)を作製し、 No1、No2は実体

顕微鏡および走査型電子顕微鏡で観察し、 No.7 ~ 11 は落射顕微鏡によってお~750倍で観察した。樹種同定

は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

結果

結果は下表に示し、主要な分類群の顕f~x鏡写真を示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

扇田谷地遺跡出土炭化材の樹種同定結果一覧表

試料 樹種 和 名/学名)

No 1 SK05 (炭化材) ヒノキ科 Cupressaceae sp. 

No2 SK14 (炭化材) トチノキ Aesculus turbinata 

No 7 SKI44・45(炭化材) スギ Cryptomeria J aponica D.Don 

No 8 SKI44・45(炭化材) カエ Acer 

No 9 SKI44・45(木製椀片)ケヤキ Zelkova serra ta l¥t1akino 

No10 S I 46 (炭化材) スギ Cryptomeria J aponica D .Don 

No11 S I 46 (炭化材) スギ Cryptomeria J aponica D.Don 

-ヒノキ科 (Cupressaceaesp.) 図版36

早材部から晩材部への移行はやや;号、。晩材部において、樹脂細胞が接線方向に配列する。放射細胞は柔細

胞のみで構成され、分野壁孔はスギ型~ヒノキ裂で、 1 分野に 2~4 価。

以上の特徴からヒノキ属以外のヒノキ科(アスナロ属・ピャクシン属・ク口ベ属)と考えられる。

-トチノキ (Aesculusturbinata) トチノキ科トチノキ属 図版36

散孔材で、道管は横断面で、角張った楕円形、単独または 2~3 偶が複合する。 は単穿孔を有し、盛孔

は交互状に配列、内壁にはかすかにらせん肥淳が認められる。放射組織は向性、単列、 1~15細胞高で階層

j犬に配列する。

-スギ CryptomeriaJaponica D.Don スギ科 図Jt友35

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

門

i
n叶
υ
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結 l主任市・旦idーかム目白材へのま支仔けやや告マて、 時刻ーさRの rhiaチバトレ跡的Iγぃ 樹脂綿附チl{みムれ λー

放射!析雨:放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で、 1分野に 2個存在するものがほとんどである。

接線断面:放射組織は単列の向性放射組織型で、 10細胞高以下のものが多い。樹脂細胞が存在する。

以上の形質よりスギに同定される。スギは本州、四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑高木で、

さ40m、径 2mに達する。材は軽軟であるが強靭で、広く用いられる。

-ケヤキ Zelkovaserrata Makinoニレ科 図版35

横断面:年輪のはじめに大型の道管が 1~ 2列配列する環孔材である。子し間部外の小道管は多数複合して

円形、接線状ないし斜線状に配列する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で、小選管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが平伏

細胞であるが、上下の縁辺部のものは方形細胞でしばしば大きくふくらんでいる。

接線断面:放射組織は異性放射組織型で、上下の縁辺部の細胞のなかには大きくふくらんでいるものがある。

幅は 1~ 7細胞幅である。

以上の形質よりケヤキに同定される。ケヤキは本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、通常高さ20

~25m、径60~70cm ぐらいであるが、大きいものは高さ 50m、径 3mに達する。材は強靭で従曲性に富み、

建築、家具、器具、船、土木などに用いられる。

-カエデ属 Acerカエデ科 図版35

横断面:小型で丸い道管が、単独あるいは 2~4 個放射方向に複合して散在する散孔材である。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で、道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は、向性である。

接線断面:放射組織は、向性放射組織型で 1~6 細胞幅である。

以上の形質よりカエデ属に向定される。カエデ属には、イタヤカエデ、ウリハダカエデ、ハウチワカエデ、

テツカエデ、ウリカエデ、チドリノキなどがあるが、放射組織の形質からウリカエデ、チドリノキ以外のい

ずれかである。北海道、本州、四回、九州に分布する。落葉の高木または小高木で、大きいものは高さ20m、

径 1mに達する。

材は耐朽性および保存性は中庸で、 家具、器具、楽器、合板、彫刻、薪炭など広く用いられる。

4.所見

SK05 から出土した炭化材はヒノキ科に同定された。土坑は深さ 70~80cmあり、炭化材は底部から出土し

ている。炭化材は、丸太状で、比較的大きいが、用途に関する詳細は不明である。県内では、池内遺跡等で板

材にヒノキ科が確認されているが(未公開資料)、丸太状の出土例はほとんどない。

SK14から出土した炭化材はトチノキに同定された。 SK14は大量の炭化材と焼土が出土し、土坑墓の可

能性が指摘されている。しかし、これらの炭化材が火葬時の燃料材かその他の用途か明らかでない。燃料材

以外の用途としては、太安寓侶墓や栃木県横倉宮ノ|今遺跡で防湿や遺体保存のために使用した木炭の樹種が

明らかにされている(小清水・ l嶋倉， 1981;パリノ・サーヴェイ株式会社， 1995)。しかし、いずれも焼土

を伴わず、また太安高侶墓では種類数が多岐にわたるが、本遺跡では複数の炭化材について向定を行うこと

ができなかった。 SK14出土材については、本遺跡の事例と直接比較できるかどうか問題が残る。今後残り

の炭化材についても樹種を明らかにし、樹種構成が単一か複数か等の確認をし、類例との比較検討を行うこ

98 -
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〉チ)~控宇 ~11、 A

スギ、ケヤキ、カエデ属はj晶子苦の中間j或を主に広く生育する樹木であるの No. 9は木製椀片でケヤキであっ

たが、古代以降ケヤキは剥り物に多用される樹種である。

参考文献

佐伯浩-原田浩 (1985)針葉樹材の細胞.木材の構造，丈永堂出版， P.20-48. 

佐伯浩・原田浩(1985)広葉樹材の細胞.木材の構造，文水堂出版， P.49-100. 

島地謙・伊東隆夫(1988)日本の遺跡出土木製品総覧，雄1111習出版， 296p. 

く引用文献>

小清水卓二.I嶋倉巳三郎 (1981)木炭の樹種.奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第43冊「太安寓侶墓J， p.89-91，奈

良県立橿原考古学研究所.

パリノ・サーヴェイ株式会社(1987)堪忍沢遺跡出土炭化材同定.

に係わる埋蔵文化財発掘調査報告書 I 堪忍沢遺跡， p.56，秋田県教育委員会.

パリノ・サーヴェイ株式会社(1988)自然化学分析，秋田県文化財調査報告書第168集-払出柵跡調査事務所年報1987I払

田櫛跡 第68~73次調査概要， p.59，秋田県埋蔵文化財振興会.

パリノ・サーヴェイ株式会社 (1993)花粉分析および樹種鑑定食秋問県文化財調査報告書第238集・払田柵跡調査事務所

年報1992I払回柵跡 -第92・93次調査概要-J ， p.85-89，秋田県埋j議文化財振興会.

パリノ・サーヴェイ株式会社(1995)自然化学分析.栃木県埋蔵文化財調査報告書第161集「横倉宮ノ内遺跡 一般国道

4号(新4号国道)改築に伴う埋蔵文化 財発掘調査J， p.296-308，栃木県教育委員会. (財)栃木県文化振興事業団.
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帯広畜産大学生物資源化学科

的ズコーシャ総合科学研究所 中

中野益男

田

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、核酸、糖質(炭水化物)および脂質(脂肪・油脂)がある。

これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの物理的作用を受けて崩壊してゆくだけでなく、

土の中に棲んでいる微生物による生物的作用によっても分解してゆく。これまで生体成分を構成している有機質

が完全な状態で遺存するのは、地下水位の高い低地遺跡、泥炭遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと考

えられてきた。

最近、 ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたこと、古代遺跡から出土した約 2千年前のトウモロ

コシ約5千年前のハーゼ、)J_"ナッツ種子に、残存する脂肪の脂肪酸は安定した状態に保持されていることがわかった。

このように脂肪は彼量ながら比較的安定した状態で千年・万年という長い年月を経過しでも変化しないで遺存す

ることが判明した。

脂質は有機溶媒に溶けて、 7JI(に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによって誘導脂質、

純脂質および複合脂質に大別される。これらの脂質を構成している主要なクラス(種)カ苛旨肪酸であり、その種類、

ともに脂質中では最も多し王。その脂肪酸には炭素の鎖がまっすぐに延びた飽和裂と鎖の途中に二重結合をも

っ不飽和型がある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物は不飽和型の脂肪酸を多く持つというように、動

植物は種ごとに間有の脂肪酸を持っている。ステロールについても、動物性のものはコレステロール、植物性の

ものはシトステロール、微生物はエルゴステロールというように動植物に間有の特徴がある。従って、出土遺物

の脂質の種類およびそれらを構成している脂肪酸組成と現生動植物のそれとを比較することによって、日に見え

る形では遺存しない原始古代の動植物を判定することが可能となる。

このような出土遺構・遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法Jという。この「残存脂肪分析法」

を用いて扇田在地遺跡から出土した土坑の性格を解明しようとした。

1 .土壌試料

秋田県山本郡八竜町に所在する扇田谷地遺跡は、出土遺物から 9世紀後半から 10世紀にかけてのものと推定さ

れている。この遺跡の土坑内から土壌試科を採取し分析した。土坑SK64ーから試科No.l~No. 3、SK28からNo.4~ 

No. 6、SK29からNo.7 ~No. 9、SK33からNo.IOとNo.ll、SK30からNo.12~ No.14、 SK38 からNo.15~No.17をそれぞれ採

取した。

2.残存脂肪の拍出

土壌試料.204~576 gに3倍量のクロロホルムーメタノール (2:1 )混液を加え、超音波浴槽中で30分間処理し

残存脂肪を抽出した。処理液をj慮過後、残波に再度クロロホルム…メタノール混液を加え、再び30分間超音波処

理をする。この操作をさらに 2回繰り返して残存脂肪を抽出した。得られた全抽出溶媒に 1%塩化バリウムを全

抽出溶媒の 4分の l容量加え、クロロホルム層と水層に分配し、下層のクロロホルム層を濃縮して残存脂肪を分

離した。

残存脂肪の抽出量を表 Iに示す。抽出率は0.0039%~0.0180%、平均0.0089%であった。この値は全国各地の遺跡

ハUハU
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刀ゐり出工し7ここに張、 せコ奇、ニ仁奇寺U)試司王lUパムユミj悩仁ピi半U.UU1 U~U.U 1 UU'1oの鞄問|吋のものーじめった。

残存脂肪をケイ クロマトグラフイーで分析した結果、脂肪は単純脂質で構成されていた。このう

脂肪酸が最も多く、次いでグリセロールと脂肪酸の結合したトリアシルグリセロール(トリグリセリド)、ステ

ロールエステル、ステロールの}II夏に多く、微量の長鎖炭化水素も存在していた。

3.残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪の遊離脂肪酸とトリアシルグリセロールに 5%メタノール性指酸を加え、 125
0

C封管中で2時

間分解し、メタノール分解によって生成した脂肪酸メチルエステルを含む画分をクロロホルムで分離し、さらに

ジアゾメタンで遊離脂肪酸を完全にメチルエステル化してから、ヘキサンーエチルエーテルー酢酸 (80:30:1) ま

たはヘキサンーエーテル (85:15) を展開溶媒とするケイ酸薄層クロマトグラフイーで精製後、ガスクロマトグラ

フィーで分析し

残存脂肪の脂肪酸組成を図 1-1と1-2に示す。残存脂肪から 9種類の脂肪般を検出した。このうちパルミチン

酸 (C16:0)、ステア 1)ンl駿(C18:旬、オレイン酸 (C18:1)、リノール酸 (C18:2)、アラキジン酸 (C20:0)、ベヘン酸 (C

22:0)、リグノセリン酸 (C24:0)の7種類の脂肪酸をガスクロマトグラフィー-質量分析により同定した。

試料の脂肪酸組成パターンは炭素数回までの仁jコ級脂肪酸であるオレイン般が全脂肪酸の半分刀、上を占めるとい

うもので、すべての試料がほぼ向ーであった。一般に考古遺物にはパルミチン酸が多く含まれている。これは長

い年月の問にオレイン酸、リノール酸といった不飽和脂肪酸の一部が分解し、パルミチン酸を生成するためで、

として植物遺体の土壌化に伴う腐植物から来ていると推定される G オレイン酸の分布割合の高いものとしては、

動物性脂肪と植物性脂肪の再万が考えられ、植物性脂肪は特に根、芸、種子に多く分布するが、動物性脂肪の方

が分布割合は高い。オレイン酸はまた、ヒトの骨のみを埋葬した再葬墓試料などにも多く含まれている。ステア

リン酸は動物体脂肪や植物の根に比較的多く分布している。リノール酸は主として植物種子-葉に多く分布する。

一方、高等動物、特に高等動物の臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられる炭素数20以上のアラキ

ジン酸、ベヘン酸、リグノセリン酸などの高級脂肪酸はそれら 3つの合計含有率が試料No.1で約19%、他のすべ

ての試科中で約 4~1l%であった。 通常の遺跡出土土壌中でのアラキジン酸、ベヘン酸、リグノセリン酸の高級

脂肪酸3つの合計含有率は約 4~10%であるから、試料No. 1 の高級脂肪酸含有量は若干多めで、他のすべての試

料中でのそれは通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みであったU 高級脂肪酸含有量が多い場合としては、試料

中に高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等の特殊な部分が含まれている場合と、植物の種子・葉などの植物体

の表面を覆うワックスの構成分が含まれている場合とがある。高級脂肪酸が動物、植物のどちらに由来するかは、

コレステロールの分布割合によって決めることができる。概して、動物に由来する場合はコレステロー

が多く、植物に由来する場合はコレステロール含有量が少ない。

以上、扇E日谷地遺跡のすべての試料は主要な脂肪酸がオレイン酸で、オレイン酸が全脂肪酸の半分以上を占め、

高級脂肪酸は SK64の試科No.1に若干多い程度で、他のすべての試料中では通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並

みにしか含まれていないことがわかった。

4.残存脂肪のステロール組成

残存脂肪のステロールをヘキサンーエチルエーテル…酢酸 (80:30:1) を展開溶媒とするケイ酸薄層クロマトグ

ラフィーで分離・精製後、ピリジン 無水酢酸(1 : 1 )を窒素気流下で反応させてアセテート誘導体にする。得

られた誘導体をもう一皮肉じ展開溶媒で、精製してから、ガスクロマトグラフイーにより分析した。残存脂肪の主

1
1
-
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なステロール来日成を i豆12 叩 l と 2-2 に示す。残存脂肪から 15~22種類のステロールを検出しこのうちコブロス

タノール、コレステロール、エルゴステロール、カシベステ口ール、 λチグマλテロール、シトステ Uーんなど

8種類のステロールをガスクロマトグラフィー 質量分析により同定したc

試料仁i二i のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールはすべての試料中に約 1~7%分布していた。

通常一般的な植物腐植土中にはコレステロールは 2~6%分布している。従って、コレステロール含有量はすべ

ての試料中で通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みで、あった。

植物由来のシトステロールは、試料No.ll~こ約22%、他のすべての試料中に約34~60%分布してい

跡出土土壌中にはシトステロールは30~40%、もしくはそれ以上に分布している。従って、試料中でのシトステ

ロール含有量は試料No.llが若干少なめで、あるが、他のすべての試料で、は通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並み

か多めであった。

クリ、クルミ等の堅果植物由来のカンペステロール、スチグマステロールは、カンペステロールがすべての試

料中に約 0.5~ 8 %、スチグマステロールがすべての試料中に約 3~6%分布していた。通常の遺跡出土土壌仁!こi

にはカンペステロール スチグマステロールは 1~10%分布している。従って、試料中でのカンペステロール、

スチグマステロール含有量はすべて通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みであった。

微生物由来のエルゴステロールはすべての試料中に約 1~3%分布していた。これは土壌微生物の存在による

結果と思われる。

時乳動物の腸および糞便中に特異的に分布するコプロスタノールは、検出されない試料もあったが、検出され

るものには約 0.3~ 2 %分布していた。コプロスタノールは通常の遺跡出土土壌中には分布していないが、 1%程

度の量は検出されることがある。また、コプロスタノールの分布により試f'_:l-中での晴乳動物の存在を確認するこ

とができる他に、コプロスタノールが10%以上含まれていると、試料中に残存している脂肪の動物種や性別、ま

た遺体の配置状況などが特定できる場合がある。今回は含まれていても 2%以下で、それらの判定はできなかった。

一般に動物遺体の存在を明瞭に示唆するコレステロールとシトステロールの分布比の指標値は土墳で0.6以上、

土器・石器・石製品で0.8~23.5をとる。試科中のコレステロールとシトステロールの分布比を表 2 に示す。表か

らわかるように、すべての試料中で分布比は 0.6以下であった。従って、すべての試料中に動物遺体または動物

由来の脂肪が多く残存している可能性が少ないことを示唆している。

以上、扇田谷地遺跡の試料中に含まれている各種ステロール類は植物由来のシトステ口ールが通常の遺跡出土

土壌中の植物腐植土並みか多めである他は、すべて通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みであることがわかった。

コレステロールとシトステロールの分布比はすべての試料が0.6tj、下で、試料中に動物遺体または動物由来の脂

肪が多く残存している可能性が少ないことがわかった。コレステロール含有量からすれば、脂肪酸分析で若干多

く含まれていた SK64の試料No.1の高級脂肪酸は植物体の表面を覆うワックスの構成分由来のものと考えられる。

5.脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料開の相関係数を求め、この相関係数を基礎に

してクラスター分析を行って各試料の類似度を調べた。同時に同じ秋田県内の遺跡で、土器埋設遺構や土坑にヒ

ト遺体が直接埋葬されていたと判定した桂の沢遺跡、虫内田遺跡、ヒト遺体が骨の部分のみも含めて直接埋葬さ

れていたと推定した虫内 I遺跡、出土土器にヒトの骨のみを埋納したと判定した片野 I遺跡、出土土坑に残存す

る脂肪はヒトの骨のみを埋葬したことに関わる遺跡の試料に残存する脂肪やヒトの骨油試料の脂肪と類似してい

ると推定した湯ノ沢岱遺跡、出土土壌を土墳墓と判定した兵庫県寺田遺跡、出土土器を幼児埋葬用斐棺と判定し

つ制ハυ
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第 2節 扇田谷地遺跡から出土した土坑に残存する脂肪の分析
(16) 

11 J副亦、ヒトの体脂肪、出土土棋をJ寺葬基と判定した宮城県間萩遺跡、ヒトの骨拙試料など、

助コ現生試宇!との脂肪酸の類似、度も比較した。予めデータベースの脂肪酸組成と試料中のそれとでクラλ タ

一分析を行い、その中から類似度の高い試料を選ぴ1'+11し:再びクラスター分析によりパターン向距離にして表し

たのが 3である。

i豆からわかるように、扇田谷地遺跡のすべての試料は片野 1J室跡、湯ノ沢岱遺跡、摺萩遺跡の試料やヒトの骨

{!li試料と共に相関行列距離0.15以内でA群を形成Lた。伯のヒト遺体をl主抜埋葬したことに関わる対照試料はB

c を71三成した。 A苦手はB、C若手とはキI11喝行列出羽!Eで0.5以j二離れており、類{以しているとはいえなかっ

以上、扇田谷地遺跡のすべての試料中に残存する脂肪はヒトの骨のみを埋葬したことに関わる遺跡の試料やヒ

トの骨油試料の脂肪と類似していることがわかった。

6.脂肪酸組成による

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、仁!ごi級脂肪酸(炭素数16のパルミチン酸から炭素数18のステア

リン酸、オレイン酸、リノールi唆まで)と高級脂肪酸(炭素妻女20のアラキジン酸以上)との比をX軸に、飽和脂

肪酸と不飽和脂肪酸との比を Y!~rllにとり種特異性相関を求めた。この比例配分により第 1 象限の原点から離れた

位置に高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等に由来する脂肪、第 1象l浪から第 2象i俣の原点から離れた位置に

ヒト給盤、第 2象限の原点から離れた位置に高等動物の体脂肪、骨油に由来するH旨肪がそれぞれ分布す，る。第 2

象限から第3象限にかけての原点付近に植物と微生物、原点から離れた位置に植物腐植、第3象限から第4象|浪

にかけての原点から離れた位置に海産動物に由来する脂肪が分布する。

土壌試料の残存脂肪から求めた相関図を図 4に示す。図からわかるように、すべての試料が第 3象限内に分布

した。この分布位置は試料1=1こiに残存する脂肪の大半が植物腐植土に由来することを示唆している。

12)、上、前田谷地遺跡の試料中に残存する脂肪は大半が植物腐植土に由来することがわかったG

7.総括

扇田谷地遺跡から した土坑の性格を判定するために、土坑内の土壌試料の残存脂肪分析を行った。残存す

る脂肪酸分析の結果、すべての試料は主要な脂肪がオレイン酸で、オレイン酸は全脂肪酸の半分以上を占め、

級脂肪酸は SK64の試料No1に若干多かったが、他のすべての試料中では通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並

みにしか含まれていないことがわかった。試料No.1に若干多かった高級脂肪酸は、ステロール分析の結果も考え

合わすと植物体の表面を覆うワックスの構成分由来のものと推測される。

脂肪酸組成の分布に基づく数理解析の結果クラスター分析からは、試料rliに残存する脂肪がヒトの骨のみを埋

したことに関わる遺跡の試料やヒトの骨油試料の脂肪と類似していることがわかった。種特異性相関からは試

料中に残存する脂肪が、大半は植物腐植土に由来することがわかった。

残存するステロール分析の結果、試料中に含まれている各種ステロール類は植物由来のシトステロールが通常

の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みか多めで、ある他は、すべて通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みで、あるこ

とがわかった。コレステロールとシトステロールの分布比はすべての試料が0.6以下で、試料中に動物遺体また

は動物由来の脂肪が多く残存している可能性が少ないことがわかっ

以上の成績から扇田谷地遺跡から出土した土坑に残存する脂肪は、大半が植物腐植土で、ある中に高等動物の骨

油の脂肪がわずかに残存している場合と類似していることがわかった。
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第 3箆 遺物の自然科学的諒査結果からみた扇田谷地遺跡における鉄生産

1 はじめに

一般国道 7号線琴丘能代道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査によって、秋田県山本郡八竜町鵜川にある

田谷地遺跡では、 9 世紀末~10世紀初頭、に比定される住居跡と 2 基の鉄関連炉が検出された。一基の鉄関連

炉はすり鉢状を呈し、炉壁はなく、炉床面は;赤褐色に焼けていた。もう一基は防湿構造を持ち、平田は馬蹄

形を呈する竪形炉であった。鉄関連炉からは塊状淳や椀状浮が見いだされており、竪形炉では流状淳も確認

された。これらの発掘調査結果に基づき、堅形炉では原料鉱石を還元し鉄を抽出する製錬が行われ、そこで

された鉄がすり鉢状を呈する炉に移され、目的とする鋼に加工されていたものと推測された。じかし、

遺跡の半径 1kmt.:J、内にまとまった量の砂鉄や鉄鉱石はなく、製錬を実施するためには、ある程度の距離を

歩いて原料鉱石を遺跡内に運び込む必要があった。また、竪形炉は炉の一方の端部がハの字:1犬に大きく関口

しており、機密性を必要とする製錬操作には構造上不向きなようにみえるなど、幾つかの検討すべき課題も

残されていた。

遺跡内での鉄生産活動の状況を解明する手段の一つに、遺物の自然科学的調査がある。現在、多くの文化

財関係機関においてこの方法が用いられ、前近代の失われた技術を復元する上で、 な情報が導き出され

ている。検出された 2基の炉の機能をより明確にし、遺跡内での鉄に関する生産活動の実態に迫ることを目

的として、出土鉄浮をはじめとする資料の自然科学的調査を実施した。その結果、竪形炉では製錬よりもむ

しろ、供給された銑鉄を脱炭し鏑を製造する精錬が行われており、そこで造り出された鋼が隣接するすり鉢

状の炉において純化され、最終製品へと加工された可能性が高いものと推定された。他地域との交換経済に

依拠した鋼製造と鉄器製作がなされていた様子をみてとれたわけである。 以下では自然科学的調査によって

られた知見を述べる。

2 分析資料

分析を行った資料は SB78掘立柱建物跡付近出土鉄製品 2点、鉄塊 1点、 SX48工房跡出土鉄塊 1点、鉄

l点、 SX20工房跡出土鉄浮 8点、 SX49鉄関連炉跡出土鉄浮 6点、粘土状物質 3点、 A.B区間沢内出

土内耳鉄鍋 1点、粘土状物質 Z点の合計25点である。摘出した試料片の杏号、資料番号、資料名、

および外観上の特徴を表 1に、外観を図 1--図6に示す。なお、 SX49鉄関連炉は平面が馬蹄形を呈する

形炉であり、 SX20工房跡ではすり鉢状を呈する炉が検出されている。 SX48工房跡は SX49竪形炉に隣接し、

一体の生産設備とみることができる。いずれの資料も

10世紀代に比定されている。

3 分析用

をはじめとする関連出土品によって 9佐紀末~

鉄製品および内耳鉄鍋については、保存処理の前資料の形状を損ねることのないよう細心の注意を払いな

がら微小試料片を摘出した。鉄塊、鉄浮、およぴ

そこカか、ら試料片を抜き Jt日丘出出二j土f品i上ど臼;fjiilしjたこo iす粘;[拍i占k土J状17伏7犬〈物質をi除話徐ミく 2却O点については、摘出した試料片をさらに 2分し、 大きい

方を組織観察に、小さい方を化学成分分析に供した。粘土~:11¥物質については粉砕・溶解した後、化学組成の
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みを求めた。なお、 No.4鉄塊については錆と健全なメタルを分別し溶解し、それぞれを定章したO

4 分析方法

組識観察用試料片をエポキシ樹脂で固定し、エメリ-紙、ダイヤモンドペ ストを使って研磨した後、

属顕微鏡によりその組織を観察した。また、鉄淳の成因を推定するうえで重要と判断された鉱物相については、

エレクトロン・プロープ・マイクロアナライザー (EPlVIA) によりその組成を決定した。

化学成分分析用試料片については、表面に付着する錆や土砂を除去し、エチルアルコール、アセトンで洗

浄し十分に乾かした。つぎに試料片をメノー乳鉢で粉砕し、テフロン分解容器に し、酸を使って溶

解した。このようにして調整した溶液中の T.Fe、Cu、Mn、P、Ni、Co、TI、Si、Ca，Al、Mg、Vの12成

分を誘導結合プラズマ発光分光分析法 (ICP AES 法)により定量した。また、鉄淳中のl¥t1.Fe 

メタノール法、 Feoは酸可溶性(II ) により求め、 Fe03は計算によった。

5 分析結果

5 -1 鉄製品ならびに鉄塊の組織観察結果

No. 1鉄製品から摘出した試料片には、相当量の健全なメタルが残存していた。マク口組織の領域A、B部

を金属顕微鏡を用い200倍で観察したところ、その全域がレーデブライトによって構成されていることがわ

かったo No. 2鉄製品およびNo.21内耳鉄鍋から橋出した試料片も同様の組織からなる(凶 1)。これらの組織

観察によって、上述の 3点はいずれも鋳造品であることが明らかとなった。

No. 3および、No.4鉄塊から摘出した試料片には相当の健全なメタルが残存していたので、ナイタール(硝酸

2.5mlとエチルアルコール97.5mlの混合溶液)により腐食した。マクロエッチン組織はともにほぼ一様に腐

食されている o No. 3および、No.4鉄塊マクロエッチング組織の枠で囲んだ内部を100倍で観察した結果、 No.3 

にはレーデブライト組織と初析セメンタイトの析出が認められ銑鉄と過共析鋼からなる鉄塊、 No.4は0.1~ 

0.2 %Cのま岡であることカfわかった。

5-2 鉄製品ならびに鉄塊の化学組成

鉄製品ならびに鉄塊の化学成分分析結果を表 2に示す。既述のとおり、 No.4鉄塊については健全なメタル

と錆を分別し、それぞれの化学組成を求めた。錆ではメタルに比べP、Co含有量が減少している反面、 Tiを

はじめとする他の化学成分は一様にその含有量が増大している。前者の 2成分については周囲に溶出し、後

者については土砂の回着によって増加したものと推定される。

6点の試料片には、 0.1%を越える Pが含有されている。 No.4鉄塊のほぼ健全なメタルから検出された P

分については、地金そのものに含まれていたものとみることができるが、他の 5点については錆化が進んだ

試料片が分析されたため、埋蔵環境からの富化について検討しなければならない。ただし、 No.4鉄塊におけ

るメタルと錆試料片における含有成分の対比結果に基づけば、この遺跡において P分が埋蔵環境下から

された可能性は低く、錆試料片から検出された P分についても、そのほとんどがもとの{建全な地金に含有さ

れていたと解釈できる。なお、いずれの試料片においても P以外の化学成分については顕著な特徴がみられ

なかった。
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にはいたるところ 3今 られ、そのほとんどは灰色の粒状物質勺、

灰色の角状結晶 (XT)、暗灰色の結品 (H)、ややs音灰色をした化合物相 (F)、およびマトリックス(lV1)

によって構成されていた。 EP l¥1Aによる分析によってXTは主として酸化鉄と酸化チタン、および酸化ア

ルミニウムを主成分とし、他にlVIg分を回溶する化合物、 HはFeO-Al03系化合物〔ハーシナイト (Feo・

A1203 )もしくはそれに近い組成の化合物と推定されるふ FはFeO-S iOz系化合物(鉄かんらん石， 2 FeO・

S i02と推定される)と判定された(図 2c )。一方、灰色の結品 (W')は灰色相とやや暗灰色相の 2相か

らなり、 EPMAによって、前者は主として酸化鉄、後者は酸化鉄と酸化チタン、酸化アルミニウムを主成

分とすることがわかった(図 2c )。図 6から明らかなように、 SX20工房跡出土No.7、No.9、No.10、No.12

鉄淳もほぼ同様の鉱物組成をとる。

SX20工房跡出土No6鉄浮から摘出した試料片には、周縁部が錆で覆われた健全なメタル領域がみられ、

その回りは鉄淳が取り囲んでいた(図 3a 2)。マク口組織の領域A部を金属顕微鏡により 200倍で拡大し観

したところ、金属光沢を呈する総状の結晶 (Cm)が層状に並んだ島状組織が観察された。その組織はミ

クロ組織のほぼ全域に分布している。これまでに行われた出土鉄器の組織観察結果に従えば、結品Cmはパ

ーライト〔フェライト (αFe)とセメンタイト (Fe3C)の共析組織〕中のセメンタイトと判定される。そして、

錆化による結晶の膨張を無視すれば、元の健全な地金は炭素含有量が 0.5%を越える鋼によって構成されて

いたものと推定される(図 3a 3)。一方、健全なメタルおよび錆を取り囲む鉄淳は灰色の粒状物質 (W')、

結晶XT、暗灰色の柱状結晶F、および微細な結晶が析出したマトリックス(lV1)からなり、 EPMAによ

る分析によって、粒状物質には主として酸化鉄からなる相と、酸化鉄を主成分とし他にTi、Alを含む暗灰

色相が混在しており、結晶XTは主として酸化鉄と酸化チタン、および酸化アルミニウムを主成分とし、他

にMg分を回溶する化合物、 FはFeO-MgO“ Si 02系化合物〔マグネシウムを国溶した鉄かんらん石 2(Fe， 

Mg) 0・SiOzと推定される〕であることがわかった(図 a4) 。

SX49鉄関連炉出土No.16鉄淳は黒褐色を呈する塊;1犬淳である。マク口組織にはいたるところに気孔が観察

され、鉄j宰は微細な結晶と黒色領域によって構成されている。マク口組織領域A部には灰色の柱状結晶(1 ) 

と暗灰色の結晶 (F)が、一方、領域B部には灰色の角状結晶 (U)がマトリックス (M) によって取り囲

まれている組織が認められた。 EP lVIAによる分析によって、 Iは微量にlVIgを|司溶したイルメナイト((Fe， 

Mg)O・TiO2Jに近い組成の化合物、 Uは微量にMgを国溶したウルボスピネル [2(Fe，Mg) 0・TiO2 J 

に近い組成の化合物であることがわかった(図 3b 3 ・b4，表 4)。領域A部とほぼ同様の組織はNo.8鉄

浮において、領域B部とほぼ同様の組織は、 No.5、No.13、No.15、No.17、およびNo.19鉄淳から摘出した試料片

でも見いだされた。これらのうち、 No.8鉄淳中の結晶XTについてはEPMAによる定量分析によって、Mg

を悶溶したウルボスピネル [2(Fe ，Mg) 0・Ti02Jと判定された(表4)。

SX49鉄関連炉出土N0.20鉄淳には直径が200pmを越え、やや暗灰色相と灰色相の 2相からなる粒状物質が

観察された(図 4c) 0 E P MAによる分析によって、灰色相、倍灰色相ともに酸化鉄を主成分とするが、

後者には微量にTi、Alが含有されている。そして、その回りにはN0.11鉄淳に見いだされた粒状物質W'と

結品Fが残存しており、ガラス質けい酸塩がそれらの回りを埋めていた(図 4c)。到0.18鉄浮から摘出した

試料片にも同様の組織が認められた。
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については、1¥11.F e 、FeO、Fe203についても分析されているが、いずれも M.Feは 1%未満で、 FeO"

Fe203 はそれぞれ30~59% 、 9 ~24%検出された。酸{ヒ鉄に富み、鉄錆が混在した鉄i幸と推定される。 Ti

も低いもので 2%、高いものでは13%近く含有されているが、これは主として鉄i卒中に残存する酸化鉄、

酸化チタン、酸化アルミニウムからなる化合物に起因するものと判断される。化学成分分析債を基に (CaO

十1¥IIgO)/ S i 0 2 " ( C a 0十1¥IIgO)/ Alz 0 3を求めると表3の右欄に示すとおりとなる。ほとんどの鉄浮に

おいていずれの値も 0.1を越えており、通常の砂鉄に比べ高飽をとる。操作の際になんらかの造淳材が使用

されたとみることができる。

5-5 粘土状物質の化学組成

表 5に粘土状物質(図 6)の化学組成を示す。 5点とも Si、Alを主成分とする。表 5の下段には青森県

西津軽郡浪岡町において検出された鉄関連炉に伴って見いだされた粘土状物質(この物質は部分搭融した凝

灰告である可能性が高いと推定されている)の北学組成を示したが、 5点の試料片の化学組成はこれに近似

する。これらについても凝灰岩を素材としていた可能性があり、岩石・鉱物鉱物学的に確認する必要がある。

なお、試料No23のT.Fe、Fe203は共に11%代にあり、他の 4点に比べ高値をとる。鉄淳と接触し部分溶融

し面化したものと誰定される。

6 古代における鋼の製造

遺物の形状とその組成を基に馬田谷地遺跡での生産活動について検討する前に、現在提案されている古代

における銅製造法について検討したいc

原料鉱石(砂鉄もしくは鉄鉱石)を製錬し鉄を生産する。この点については研究者の間でほぼ見解の一致

をみている。問題はそれによって得られる鉄、すなわち製錬における主生成物をどう評価するかにある。そ

の見方によって、以後の作業手順に関する考え方が大きく変わる。

製錬産物である鉄は炭素含有量に応じ、鋼と銑鉄の 2つに分類される。製錬炉で得られた鉄から極力前者

の鋼部分を摘出して、含有される不純物を除去するとともに、炭素量の増減を行って目的とする鍋を製造する。

そして、その鋼を使って製品鉄器が製作されたとする見解が提示されている。製錬炉で直接に錦が造り出さ

れるという意味で、このプロセスは藍接製鋼法に位置づけられる。そして、この方法によって得られた鉄(炭

素量が不均一で相当量の鉄淳が混在した鉄、主に鋼からなるが銑鉄も混在すると考えられている)を精製し

目的とする鋼に変えるという操作は、精錬鍛冶とされている。

製錬によって銑鉄も生産される。それを溶解し、鋳裂に注ぎ込むことによって鋳造鉄器が製作される。

銑鉄中の炭素を低減する、すなわち脱炭により錦の製造も可能となる。銑鉄を経由して鋼が得られるという

意味で、この方法は間接製鋼法に位置づけられるが、ここでは、現代製鋼における概念との混乱を防ぐため、

銑鉄をなんらかの方法で脱炭し鋼を製造する方法を精錬と呼ぶことにする。いうまでもなく、わが国の古代

における精錬法については、生産設備も含めその詳細が未解明にある。しかし、続く近世のたたら吹き製鉄

では、大鍛冶がよく知られている。

近世たたら吹き製鉄には銑押法と鈎押法の 2つの方法がある。前者による鏑(厳密には包丁鉄、現代製鋼

でいえばαFeに近い組成の鋼と推定される)製造法については、 fたたら研究J第36・37号おいて、中沢
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されたえず炉内に鉄棒を入れ炉外に取り出すよう:努めたとされている。このようにしげになるので、

た銑鉄は鍛冶場に還ばれ、そこで脱炭が施される。

さらに小炭チ7j~、その上に銑鉄を羽を鍛冶場ではまず、火床炉の炉底に

この時、羽口付近られた銑鉄は内部にあるものから溶融し、 j南下命する。い、底部に点火寸る。

という。左下鉄は製錬時となる。ここまでの操作を「左下jの酸化性火焔にふれ、酸化されて鋼(左下鉄)

の副生成物であるとともに再度同じ火床炉にアーチ状に積まれ、上述と同様にしてさらに脱炭が計られる。

脱炭が十分に進んだところで、金敷の上にのせ、加熱・鍛打によって鉄淳の除去と整形が施される。この操

る方法は、このように「左下jと「本場jの2段階に及ぶ操作を経て包丁鉄をと呼ばれる。作は「本場j

一般に大鍛冶といわれている。

近年、古代 e 中世において、 ヒ述の大鍛冶とは別の方法で銑鉄を脱炭し鋼を製造する方法がとられていた

可能性が高いとする見解が、遺物の自然科学的調査結果に基づき提案された。その方法は、まず銑鉄浴を造り、

それに砂鉄や鉱石粉といった少量の鉄酸化物を含む物質を用いて造り出されたスラグ浴を接触させ、税炭を

計るというものである。この方法は鋼精錬と呼ばれている。前述の大鍛冶が主として空気酸化によって銑鉄

を局所的に脱炭するのに対し、銑鉄を溶融状態にし、それに酸化鉄を含むスラグ浴を接触させて脱炭を進め

るという点で特に異なっているわけである。本稿では、遺構と遺物の形状やその組成から、近世たたら吹き

製鉄における大鍛冶がとられていたとみることができる場合は、特に大鍛冶と呼ぶこととしたい。

上述から明かなように、鋼の製造方法としては、直接製鋼法における精錬鍛冶、間接製鋼i去における精錬(大

さらに、後者の場合、大鍛冶をはじめとする複数の税炭方法(そという 2つの方法があり、鍛冶をも含む)

の一つに鋼精錬がある)が提案されていることがわかる。そして、上述に従えば、精錬鍛冶は出発物質こそ

異なるものの、操作内容は基本的に大鍛冶における本場とほぼ同じであることに気づく。古代に比定可能な

に、鉄関連遺構の機能を特定する場合には、鋼製造法についての様々な考え鉄関連遺構の発掘調査結果

方が示されているという現状をよく認識し、操作方法を特定する場合には、その理由を明示する必要がある。

直譲製鋼j去を前提とした精錬鍛冶、間接製鋼法を前提とする精錬、それらのうちのいずれかの方法によっ

して自て製造された鋼は、小鍛冶操作によって鏑製鉄器へと加工される。その操作では鍛打・加熱を繰り

的とする鉄器への造形が行われるので、鍛打のときは加熱された鋼の表面に生成する酸化鉄(スケール)が

剥離(これは鍛造剥片と呼ばれる)する。一方、加熱のときは酸化鉄が軟化し、加熱炉の底部に溜まる。そ

もしくは鉄淳状物質が生成され固化する。このようにして生成した物む鉄j幸、こで炉壁材と反応し鉄分に

として扱われる。そして、その操作質が、鉄関連遺構の発掘調査では小鍛冶浮(もしくは鍛錬鍛冶淳)

ウスタイトを主成分とし、他にスケールが炉材と反応した際に生成するづけば、小鍛冶淳は金属鉄、

FeO-Si02系化合物が混在した組成をとるものと推測される。

なお、精錬鍛冶を行うにあたっては出発物質となる、炭素量が不均一で鉄浮の混在した鉄の入手方法が問

となる。すなわち、当時そのような鉄が流通しており、その供給を受けていたか、あるいはそのような鉄

そのような組成の鉄をの流通がなかったとすれば、精錬鍛冶が実施されていたと考えられる遺跡の近傍で、

造り出すための製錬が行われていて、はじめて精錬鍛冶を実施できる。このように、精錬鍛冶を想定した場

、鋼精錬の場合にはどうであろうか。この操

作では、吸熱反応である少量の鉄酸化物を含む物質を溶融する際の温度低下を抑制し、鋼精錬温度を維持す

1
i
 

1
1ム

合には、出発物質の入手方法に関する検討が必要となる。
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るための設備あるいは操作方法の確立が操業の前提となる。 以下ではこれらの点も留意しつつ、扇田谷地遺

跡における について十食言すする c

7 鉄塊ならびに鉄淳とその組成からみた扇田谷地遺跡における

自然科学的調査を行った資料は、 SB78掘立柱建物跡付近、 SX20・SX48工房跡(SX20はすり鉢状を

する開放形の炉を有し、炉床部は赤褐色を呈している)、 SX49竪l[~')戸跡から出土したものである。これら

の中で、 SX48工房跡と SX49鉄関連炉は近接しており、一連の操作に伴う設備とみることができる。以下

では、この点を念頭に入れて検討する G

SB78掘立柱建物跡付近およびA.B区間の沢から出土した、 No.1、主0.2、および、N0.21鉄製品は鋳造製品

であった。これらの中でぬ21鉄製品については保存処理によって内耳鉄鍋であることが確認されたc 遺物出

土地点は 9 世紀後半~10世紀初頭に比定されており、この時期に既に東北地方北部において内耳鉄鍋が使用

されていたことを示す重要な資料といえる。ただし、破片状態で見いだされているため廃棄品の可能性がある。

SB78掘立柱建物跡から出土した資料No.1" No. 2も鍋の一部とみることもできるが、器種の特定は囚難であ

った。 3点ともその化学組成から、相当量の P分を含む銑鉄を素材としていたことがわかる。一方、 No.3鉄

塊は銑鉄と過共析錦からなる鉄塊であることが判明した。その形状から製品とみることは国難である。なお、

SB78掘立柱建物跡周辺からは生産設備に関する遺構や鉄淳は未検出であり、ここで生産活動が展開されて

いたと考えることはできないという。出土遺物が破片状態で検出されていることから、工房跡または竪形炉

で使用する素材が建物内で保管されていたとも考えられる。

SX20およびSX48工房跡から見いだされた塊状および椀状淳は、 SX49竪形炉とほぼi司じ組成である。

工房跡で検出された炉跡がすり鉢状を皐し、炉援を伴っていないことを考慮すれば、そこでの操作は加熱・

鍛造が主であったと推定される。検出された鉄淳の多くに破断面がみみられることもそれを支持している。

7で述べた銑鉄や鋼からなり、相当量の鉄淳を含む鉄を加熱・鍛打するという精錬鍛冶、もしくは大鍛冶に

おける本場の操作を想定することによって、一応出土鉄淳の形状と分析結果の説明が可能となる。大鍛冶ま

たは精錬鍛冶の立場に立てば、 SX48工房跡と隣接する SX49竪形炉では、ある程度離れたところから運び、

込まれた原料鉱石、自然科学的調査結果に基づけば、それは相当量のP分を含む鉄チタン磁鉄鉱(砂鉄)と

されるが、それを原料鉱石とする製錬が実施されていたとみなければならないことになる。 SX49竪形

に伴って検出されたスラグの中には黒褐色を呈する流状淳が認められた。局所的にではあるにせよ、炉内

においでほぼ溶融状態にあったスラグが生成していたことは確実である。 SB78掘立柱建物跡から銑鉄製の

遺物が検出されていることをふまえれば、棺当量のP分を含む鉄チタン磁鉄鉱の入手が可能であるというこ

とを前提とし、この炉でもって大鍛冶の出発物質となる銑鉄、または精錬鍛冶の素材となった銑鉄や鋼が混

在した鉄が造り出されていたと考えることは可能で、ある。

既述のとおり、竪形炉はその平面が長軸58cm、短軸36cmの馬蹄形を呈し、長軸方向の端部は関口されている。

機密性を要求される製錬炉としては構造上不利といえる。加えて、 SX49竪形炉や SX48、SX20工房跡、

SX20工房跡周辺のA.B区間の沢では凝灰岩が部分溶融したと思われる椀状の物質が確認されている。

形炉の壁体に比べ厚みが薄いこと、竪形炉壁体の内側に鉄浮の付着がみられなかったことをふまえれば、そ

の内部に凝灰岩もしくはその風化物を素材とする容器状の設備や道具があったと推定される。木炭を熱源と

した場合の到達可能な温度を考慮すれば、その中で溶銑が造られていた可詑性がある。そして、鉄淳と粘土

状物質が反応し間化したとみることのできる資料N0.23も検出されていることを考慮すれば、その中でスラグ

つ山11-
1l-
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を脱炭し鋼を製造するという、銀宇都東が実施されていたという見二ケもとれるようになる。遺跡内およびその

周辺は凝灰岩に恵まれている。その中には少量の鉄チタン磁鉄鉱も存在する。凝灰岩もしくはその風化物を

って鋼精錬に必要な設備を製作し、鉄チタン磁鉄鉱に富んだ凝灰岩風化堆積物を用いて酸化鉄を含むスラ

グを製造することは容易であったと思われる。このような出土遺物の形状と組成、および遺跡の立地状況を

考慮すれば、遺跡内で鋼精錬が実施されており、 SB78掘立柱建物跡付近から検出された銑鉄製遺物はその

素材、そして SX48工房跡で見いだされた鋼はその脱炭生成であった可能性が高いと筆者は考える。この場

に問題となるのは、銑鉄の入手方法と、鍋精錬を実施するための具体的な設備や操作方法である。前者に

ついては、既に自然科学的調査がなされている東北地方北部における住居跡およびその毘辺での鉄生産関連

遺構の状況をふまえれば、広域的な銑鉄の流通を考慮に〆入れてその解明を進める必要がある。ただし、 A.

B区間沢内から内耳鉄鍋片の破片が出土していることに注視すれば、鍋をはじめとする使用不能となった鋳

造鉄器の転用についても考慮する必要があろう。一方、後者については、溶銑とそれに接触させるためのス

ラグ浴を造り出すための方法、特に精錬温度の確保に不可欠な送風設情と馬蹄形援体の内部にあったと推定

される設備の構造、または道具の形状を吟味することによって、より明確にすることができるものと思われる。

1 ) 蔚田谷地遺跡を発掘調査した秋田県埋蔵文化財センター磯村氏による。

2 ) 佐々木稔、村田朋美「古墳出土鉄器の材質と地金の製法J、季刊考古学、ふ 1984、p.27-330

3 ) 灰色の粒状物質W'はその形状からウスタイトとみることもできるが、内部に酸化鉄、酸化チタン、

酸化アルミニウムを主成分とし、他に微量にMg分を含む暗灰色相も混在していた。スラグ融液からの品出

ではなく、分解途中にある酸化物の可能性があるため、灰色粒状物質という記述にした。

4) Knox.R.“Detection of carbide structure in the Oxide remains of ancient steel"歩Archaeometry

Vo1.6.，1963，p.43-45. 

5) r高屋敷館遺跡j青森県埋蔵文化財センタ一、 1998年。なお、 -鉱物学的鑑定は、岩手大学教育

学部十ー屋信高助教授による。

6) 大津正己「古墳共献鉄浮から見た製鉄の開始J季刊考古学、ふ 1984年、 p.36-46，コ

7 ) 村上英之助「中沢・村上の往復書簡Jたたら研究、 36・37、1996年、 p.

8) 赤沼英男「遺物の解析結果からみた半地下式竪型炉の性格J季刊考古学、 57、1996年、 p.41-450

9 ) 赤沼英男、福田豊彦「鉄の生産と流通からみた北方世界j国立歴史民俗博物館研究報告、72、p.1-400 

10) 秋田県埋蔵文化財センター磯村氏によれば、扇田谷地遺跡西方には凝灰岩の露頭があるという。そこ

で得られる凝灰岩を使って遺跡内での生産活動が行われていた可能性がある。
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三;:1)主、く三 1 E 号..1荏円i1」2三佐L立与主2荷手主;主rマ~I 

1~0 

No 1 35 鉄告三tミIJ二口口口 SB78掘立柱建物跡付近 表面は一様に赤錆で、覆われており、細かな亀裂がみられる。

No2 8063 鉄製品 SB78掘立柱建物跡付近 表面は一様に赤錆で、覆われており、誕百かな亀裂がみられる。

No3 8192 鉄塊 SB78摘すj宇建物跡付近 表而は一様に赤錆で、覆われており、*111かな亀裂がみられる。

トJo4 10739 鉄塊 SX48工房跡 表面は一様に赤錆で覆われており、細かな亀裂がみられる。

No5 3796 SX48工房跡 塊;j:Jt?幸。表面は赤錆がみられる。

No.6 6067 SX20工房跡 ところどころに赤錆がみられる。

No 7 8702 SX20工房跡 塊状浮。ところどころに赤錆がみられる。

No.8 11237 SX20工房跡 塊状i宰。

No.9 8472 SX20工房跡 塊状j宰。

No.10 1294 鉄i幸 SX20工房跡 椀形浮。凸部の最表面には青灰色の異物が付着している。

No.11 8412 SX20工房跡 椀形待。凸部の:最表面には青灰色の異物が付着している O

No.l2 3176 SX20工房跡 椀形淳。凸部の最表面には青灰色の異物が付着してし唱。

No.13 8715 鉄淳 SX20工房跡 椀形淳。人為的に破砕されたと忠われる破断面があるO

No.14 10701 粘土状物質 SX49鉄関連炉跡 塊;I)(i幸。

NoJ5 89 SX49鉄関連炉跡 塊状j宰。

No.16 8442 鉄浮 SX49鉄関連炉跡 塊状i宰c

No.l7 8545 鉄i幸 SX49~去関連炉跡 塊状i幸。

No.18 6273 SX49鉄関連炉跡

No19 10548 SX49鉄関連炉跡 黒褐色を呈する流状淳。

No.20 8544 鉄i宰 SX49~失関j車炉跡、 黒褐色を呈する流:1犬i幸。

No21 3311 内耳鉄鍋 A.B 区間沢内 破片;1犬で検出された。

No22 8933 粘土状物質 A.B区間沢内 部分溶融したものと推定される。

No23 8289 粘土状物質 A.B区間j尺内 部分溶融したものと推定される。

No28 10562 粘土状物質 SX49w失関連炉跡 部分溶融したものと推定される口

No.30 10453 粘土状物質 SX49長失関j亙炉跡 部分溶融したものと推定される。

注)試料番号、検出遺構は秋田県埋蔵文化財センター磯村氏による。

表 2 鉄製品浸び鉄塊の分析結果

イヒ 成 分 (%) 

No. 資料名 T.Fe Cu Mn P Ni Co Ti Si Ca Al Mg V ミク口組織

No.1 鉄製品 58.10 0.032 0.004 0.116 0.012 0.014 0.511 0.037 0.006 L 

No.2 製lEi 58.10 0.033 0.007 0.364 0.024 0.033 0.009 0.241 0.023 0.016 0.005 0.014 L 

No.21 内耳鉄鍋 64.80 0.009 0.010 0.332 0.013 0.025 0.016 l.79 0.016 0.182 0.013 0.017 L 

No.3 鉄塊 77.61 0.007 0.009 0.18 0.008 0.008 0.024 0.25 0.10 0.010 L， PCm 

No.4 鉄塊 (M) 94.80 0.006 0.001 0.151 0.032 0.032 0.005 0.074 0.005 <0.001 0.1--0.2%c 

(R) 60.90 0.012 0.038 0.069 0.012 0.012 0.216 5.23 0.843 0.242 

注 1)介析は ICP-AESi去による。ーは分析せず、 Lはレーデブライト組織、 PCmは初析セメンタイト。

注2)Mはほぼ健全なメタル、 Rは錯。
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化苧成分

No. T.Fe M.Fe FeO Fe"O:， Si Al Ti Mn Ca P Cu Si02 ALOJ 鉱物組成
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No20 52.80 5.94 1.39 2.09 7.27 0.655 0.432 0.084 0.003 
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0.08 
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0.34 

0.13 

0.27 

0.23 
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0.32 

0.48 
0.88 'vV' ，XT.F.M 
0.55 ¥l{' ，XT，F ，M 

0.40 W' ，XT，F，M 

0.79 W' ，XT，H，F，M 

0.50 V¥f' ，XT，F，M 

0.44 W' ，XT，F，M 

0.39 XT，F，M 

1.26 XT.F.M 
0.59 (I，F，M) (U，M) 

0.88 XT，F，M 

1.52 XT，F，M 

0.53 XT，F，M 

1.55 ¥l{'ぷT，F，M

注1)M， Feは臭素メタノール法、 FeOは酸可溶性鉄(II )定量法、 Fe~03 は計算、他は ICP -AES法による。聞は分析せず。

注2)W'は酸化鉄を主成分とし、{数量にAl、Tiを含有する物質、 XTは酸化鉄、酸化チタン、酸化アルミニウムを主成分とする化合物、

Iはイルメナイトに近い組成の化合物、 Uはウルボスピネルに近い組成の化合物、 FはFeO-l¥!IgO-SiOz系化合物、五はFeO-AlzO'l

系化合物、 Mはマト 1)ックス。

表 4 No. 8 • No.l 6鉄海に見出された鉱物の EPMAによる定量分析結果 (mass %) 

資料名測定箇所 Na20K:!O MgO CaO Si02 V205 Ti02 MnO P205 FeO AL03 合計
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表 5 粘土状物質の化学分析結果

化学成分

N0. T.Fe M.Fe FeO Fe201 Si Al Mg Ti Mn Ca P Cu Na K 

No.14 6.56 0.78 0.22 8.02 31.3 7.32 0.718 1.10 0.058 0.415 0.015く0.005

No22 4.70 削ー 34.9 7.44 0.515 1.64 0.135 0.758 0.018 0.005 

No23 11.17 0.39 3.30 11.74 29.4 6.73 0.597 1.43 0.066 0.186く0.002く0β05 0.45 1.12 

No.28 4.32 1.00 0.29 4.43 33.5 7.92 0.627 0.378く0.004 0.207く0.002<0.005 0.67 1.51 

No.30 4.80 時四明 39.7 7.73 0.688 1.21 0.066 0.479 0.036 0.004 

TK 4.80 0.68 30.5 7.04 0.503 0.546 0.059 0.906 <0.010 0.008 

注1)分析は ICP-AES法による。聞は分析せず。

注2) TKは青森県西津軽郡浪岡町高屋敷館遺跡検出鉄関連炉に伴って見出された粘土状物質(岩右・鉱物学の研究者

によって、部分溶融した凝灰岩と推定されたo ) 
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田谷地遺跡の発掘調査で検出した遺構、遺物は以下のとおりであった。

遺構では、縄文時代の陥し穴 1基、平安時代の竪穴住居跡6軒、掘立柱建物跡4棟、土坑 9基、土坑墓9

焼土遺構3基、土器焼成遺構 3基、鉄関連炉1基、鍛冶遺構 4基、井戸跡 l基、炭窯跡 1基、溝跡 6条、中

世の竪穴状遺構 1基、そして時期不明の埋め立て地 2ヵ所、地割れ 1ヵ所の計52遺構であった。遺物では、

縄文時代の土器、剥片石器、喋石器、平安時代の土師器、須恵器、土錘、鉄鍋、中近世の陶磁器、時期不明

の砥石、釘、蹄鉄が出土した。

検出した遺構・遺物を見ると、遺跡の利用度が最も高かったのは平安時代であることがわかった。

平安時代の遺構群で特筆すべきものとして鉄関連炉があげられる。鉄淳の分析により、銑鉄から鋼を製造す

る精錬炉であることが判明した。文中で使用した白色凝灰岩「鵜川石Jは、炉構築材として用いられていた

可能性も分析の結果明らかになっている。鉄関連遺構として鍛治遺構も検出している。 SX20、39、48、86

は斜面に平坦面を作り出した遺構である。いずれも床面に柱穴が規則的に配置していることから、上震構造

があったと推定される。 SX20では平坦面の一角に鍛冶炉が設けられていた。 SX48は上述の精錬炉に近接

していることから、精錬炉で造り出された鋼をさらに純化させた遺構であると指摘されている。

以上のことから、扇田谷地遺跡は、平安時代の一時期には、鉄に関連した工人の集落として営まれていた

と考えられる。

鉄関連炉を検出した県内の遺跡としては、鹿角市の堪忍沢遺跡、能代市の寒J11 II遺跡、十二林遺跡などが

あげられる。このうち、堪忍沢遺跡は、出土遺物から10世紀中葉~末葉に営まれた遺跡であり、 13基検出さ

れた鉄関連炉もこの時期のものとされている。その形態は、扇田谷地遺跡の炉と同じ竪形炉である。鍛治遺

構の調査例は、能代市十二林遺跡、峰浜村a湯ノ沢岱遺跡、鷹巣町法泉坊沢H遺跡等があり、今後さらに増加

すると思われる。

参考文献

主k出県教育委員会 る埋!哉文化封発掘調斎報告書 I 一堪忍沢遺跡-~秋田県文化肘調査報告書第152集

1987 (昭和62)年

秋田県教育委員会『一般国道7号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書=II-植田遺跡・石丁遺跡・蟹子沢遺跡・十一

林遺跡-~秋田県文化財調査報告書第178集 1989 (平成元)年

秋田県教育委員会 る埋議文化財A発掘調査報告書 1-寒J111遺跡;・寒川!日遺跡…j秋田県文化

財調査報告書第167集

秋田県教育委員会 f湯ノ沢岱遺跡一県営ほ場整備事業水沢地匿に係る

1998 (平成10)年

秋田県教育委員会『法泉坊沢H
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の銅版i¥'B部のEP、，1Aによる組成{量 (C01叩}。

W'は主と して酸化fkからなる相と酸化鉄、商量化チタン‘俗化アルミニウムから

なる柑iJ可品{o:した灰色町枝拡物質‘Pは1".0・MgO-SiO，糸化合 [マグネシウ

ムを附調理した鉄かんらん，fi2(Fe，Mg)O・5i Q，1:ltliiされる1， r、Uは

それぞれ (1;0，Mg)O・TiO" 2 (E'e，恥，!g)0・TiO，1二近い組成の化合物。
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図4 ~鉄1すの舛似と組副院観察結果

ぉ:外側.先自1はE主将件摘Iflf:rlt，b ，マクロ相・1，c 

b酌停で開んだ内舗のEPMA によるalítf軍 ICωlP~ 1-: 

定件分f!r純増， W'lllとしてI!lft鉄からなる州と織化鉄.

骨量化ヲタン、 同署化γル ξ ニウムからなる1!W;JU~した灰色

町牝状物蹟. XT 11 '~，として厳化獄、白書化チタン.織化ア

ルミニウムからなゐ化合唱、 FはドeO・M"OS iO"I't化

合物 lマグホンウム寺側溶した鉄かんらん石21~'c. ~IIZ) 

0・SiO，!:陣定される1• Mはマトリヲクス
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間5 鉄i事と外銭円組織鋭祭給!I¥(その1) 

外餓の矢印は試制片摘出依磁. マクロ組織の枠で闘んだ内illSl~ ミ クロ組織限集fιi置。
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国 5 欽沖と外観的事l織傾務総毘 (そ的2) 

舛観的創刊は式符片偏Hlfl慣.マクロ組織町仲で閥んだ内舗はミクロ組織般窃位置a
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図5 鉄棒と外観的組織観Z語紙架 (その3)

外般の矢F.fU:lÌltf干月摘出位置υ マク口組織的作で側んだ内部はミクロ割I償制限f~低，

...，4 

地23 0 も国

陶22

。ー一一一一一___9!>0

地28

図 6 帖上鉱物質的外観

公向IIJ拭111¥摘出位置.
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Ho.7 SI悦4(炭化舗) スギ
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Ho.8 SX似4(炭化材} カエデ鱒

木村(1)



1ヒノキ科 (SI005)
Zトチノキ (SI014)
a:;本口.b: f1f1. c:板目

-園田 100μ・:I ・・・・・・100μ・:b. C 

本材 (2)
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